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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査概要 

広島県が、子供の生活実態を把握するために令和５（2023）年に実施した「広島県子供の生活

に関する実態調査」の尾道市分のデータを集計した。 

調査対象 
①尾道市内の小学５年生の子供とその保護者 

②尾道市内の中学２年生の子供とその保護者 

抽出方法 各小学校・中学校にて原則として各１組を抽出 

調査方法 学校を通じて配布・回収（インターネット回答も可） 

調査期間 令和５（2023）年６月～７月 

 

２ 回収結果 

 有効回収数（票） 

全体 
保護者 821 票 

子供 812 票 

小学 5 年生 
保護者 458 票 

子供 457 票 

中学 2 年生 
保護者 363 票 

子供 355 票 

 

３ 調査結果の見方 

 本文及び図中に示した調査結果の数値は百分比（％）で示してある。これらの数値は小数点以

下第２位を四捨五入しているため、全項目の回答比率の合計が 100.0％とならない場合がある。 

 ２つ以上の回答（複数回答）を求めた質問では、回答比率の合計が 100.0％を超えることがあ

る。 

 グラフ中の「ｎ」は質問に対する回答数であり、100.0％が何人の回答に相当するかを示す比

率算出の基数である。 
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Ⅱ 保護者票調査結果 

１ 属性 

(1) 子供との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 家族の人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 世帯構成 

 

 

 

 

 

 

  

回答数 母親 父親 祖父母 その他 無回答

全体 821 751 59 4 3 4

100.0% 91.5% 7.2% 0.5% 0.4% 0.5% 

小学5年生保護者 458 424 30 3 1 -

100.0% 92.6% 6.6% 0.7% 0.2% -

中学2年生保護者 363 327 29 1 2 4

100.0% 90.1% 8.0% 0.3% 0.6% 1.1% 

回答数 2人 3人 4人 5人以上 無回答

全体 821 20 95 350 356 -

100.0% 2.4% 11.6% 42.6% 43.3% -

小学5年生保護者 458 9 53 187 209 -

100.0% 2.0% 11.6% 40.8% 45.5% -

中学2年生保護者 363 11 42 163 147 -

100.0% 3.0% 11.6% 44.9% 40.4% -

回答数
ふたり親

世帯
母子世帯 父子世帯 その他 無回答

全体 821 707 93 10 3 8

100.0% 86.1% 11.3% 1.2% 0.4% 1.0% 

小学5年生保護者 458 392 53 6 3 4

100.0% 85.6% 11.6% 1.3% 0.6% 0.9% 

中学2年生保護者 363 315 40 4 - 4

100.0% 86.8% 11.0% 1.1% - 1.1% 
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(4) 母親の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 父親の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 単身赴任の状況 

 

 

 

 

 

 

  

回答数 39歳以下 40～49歳 50～59歳 60歳以上 無回答

全体 821 238 484 67 - 32

100.0% 29.0% 59.0% 8.2% - 3.9% 

小学5年生保護者 458 168 248 23 - 19

100.0% 36.7% 54.1% 5.0% - 4.1% 

中学2年生保護者 363 70 236 44 - 13

100.0% 19.3% 65.0% 12.1% - 3.6% 

回答数 39歳以下 40～49歳 50～59歳 60歳以上 無回答

全体 821 183 414 115 6 103

100.0% 22.3% 50.4% 14.0% 0.7% 12.5% 

小学5年生保護者 458 138 211 45 2 62

100.0% 30.1% 46.1% 9.8% 0.4% 13.5% 

中学2年生保護者 363 45 203 70 4 41

100.0% 12.4% 55.9% 19.3% 1.1% 11.3% 

回答数

お子さんの

母親が単
身赴任中

お子さんの

父親が単
身赴任中

その他

単身赴任

中の者は
いない

無回答

全体 821 2 43 14 747 16

100.0% 0.2% 5.2% 1.7% 91.0% 1.9% 

小学5年生保護者 458 - 24 7 420 7

100.0% - 5.2% 1.5% 91.7% 1.5% 

中学2年生保護者 363 2 19 7 327 9

100.0% 0.6% 5.2% 1.9% 90.1% 2.5% 
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２ 暮らしの状況 

(1) 世帯収入 

 

 

【世帯収入】 

（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（小学５年生保護者・中学２年生保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯収入について、「500～600万円未満」と回答した割合が全体で 13.3％、小学５年生保護

者で 12.2％、中学２年生保護者で 14.6％となっている。  

問 20 世帯全体のおおよその年間収入（税込）はいくらですか。（あてはまるもの１つに○） 

0.4 
0.9 1.3 

2.6 
2.0 

4.4 

6.1 
5.0 

6.6 

9.6 

12.2 
13.3 

10.9 

5.2 

3.9 

9.6 

5.9 

0.3 0.0 

1.9 
2.5 2.5 

3.0 

5.0 

3.0 

8.8 
8.3 

14.6 

11.0 

12.7 

6.1 
5.2 

8.5 

6.6 

0%

5%

10%

15%

5
0

万
円
未
満
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0
～
1
0
0

万
円
未
満
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0
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～
1
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0

万
円
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満

1
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0
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円
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0
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満
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0

万
円
以
上

無
回
答

小学5年生保護者(n=458)

中学2年生保護者(n=363)

0.4 0.5 
1.6 

2.6 2.2 
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42.3 

41.7 

43.0 

39.3 

39.3 

39.4 

12.2 

13.1 

11.0 

6.2 

5.9 

6.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=821)

小学5年生保護者

(n=458)

中学2年生保護者

(n=363)

中央値以上 中央値の2分の1以上中央値未満 中央値の2分の1未満 無回答

41.7 

52.4 

43.0 

54.2 

50.2 

39.3 

33.8 

39.4 

30.2 

36.9 

13.1 

9.1 

11.0 

9.5 

12.9 

5.9 

4.6 

6.6 

6.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

尾道市(n=458)

広島県(n=8,222)

尾道市(n=363)

広島県(n=7,061)

国(n=2,623)

中央値以上 中央値の2分の1以上中央値未満 中央値の2分の1未満 無回答

小学

5年生

保護者

中学

2年生

保護者

本資料においては、世帯の年間収入の水準について、「子供と同居し、生計を同一にしている

家族の人数」の情報も踏まえて下記のような処理をし、「等価世帯収入」による分類を行う。 

 

 

 

 

 

広島県の報告書では、特に「中央値の２分の１未満」に該当する世帯を、「貧困」の課題を抱えてい

る世帯であると考え、集計・分析を行っている。また、「中央値の２分の１以上中央値未満」に該当す

る世帯も「貧困」の課題を抱えるリスクが高い世帯であると考え、回答傾向の把握を行っている。 

【等価世帯収入の水準】 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準について、「中央値以上」に該当する割合が全体で 42.3％、小学５年生

保護者で 41.7％、中学２年生保護者で 43.0％、「中央値の２分の１以上中央値未満」に該当す

る割合が全体で 39.3％、小学５年生保護者で 39.3％、中学２年生保護者で 39.4％、「中央値の

２分の１未満」に該当する割合が全体で 12.2％、小学５年生保護者で 13.1％、中学２年生保護

者で 11.0％となっている。 

 

【等価世帯収入の水準（広島県・国との比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県・国と比較すると、小学５年生保護者では、「中央値の２分の１未満」に該当する割

合は、尾道市（13.1％）が広島県（9.1％）を 4.0ポイント上回っている。 

中学２年生保護者では、「中央値の２分の１未満」に該当する割合に特徴的な差はみられな

い。  

○年間収入に関する回答の各選択肢の中央値をその世帯の収入の値とする（例えば、「50万円未満」であれば25万

円、「50～100万円未満」であれば75万円とする。なお、「1,000万円以上」は1,050万円とする）。 

○上記の値を、保護者票問３で把握される同居家族の人数の平方根をとったもので除す。 

○上記の方法で算出した値（等価世帯収入）の中央値を求め、さらに、その２分の１未満であるか否かで分類する。 
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46.3 

15.1 

11.8 

40.0 

37.7 

37.6 

7.6 

41.5 

46.2 

6.1 

5.7 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=707)

ひとり親世帯：全体(n=106)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=93)

中央値以上 中央値の2分の1以上中央値未満 中央値の2分の1未満 無回答

【等価世帯収入の水準（世帯構成別）】 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、「中央値の２分の１未満」に該当する割合は、「ふたり親世帯」で 7.6％、

「ひとり親世帯」で 41.5％、「母子世帯のみ」で 46.2％となっている。 
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2.4 

3.3 

1.4 

9.5 

10.0 

8.8 

58.2 

56.6 

60.3 

22.3 

23.1 

21.2 

5.8 

6.1 

5.5 

1.7 

0.9 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=821)

小学5年生保護者

(n=458)

中学2年生保護者

(n=363)

大変ゆとりがある ゆとりがある ふつう 苦しい 大変苦しい 無回答

3.3 

1.8 

1.4 

1.8 

1.5 

10.0 

13.8 

8.8 

13.7 

14.0 

56.6 

58.4 

60.3 

55.2 

58.5 

23.1 

19.5 

21.2 

21.1 

19.7 

6.1 

5.3 

5.5 

5.6 

5.6 

0.9 

1.1 

2.8 

2.6 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

尾道市(n=458)

広島県(n=8,222)

尾道市(n=363)

広島県(n=7,061)

国(n=2,715)

大変ゆとりがある ゆとりがある ふつう 苦しい 大変苦しい 無回答

小学

5年生

保護者

中学

2年生

保護者

(2) 現在の暮らしの状況 

 

 

 

【現在の暮らしの状況】 

 

 

 

 

 

 

 

現在の暮らしの状況について、『ゆとりがある』（「大変ゆとりがある」+「ゆとりがある」）と

回答した割合が全体で 11.9％、小学５年生保護者で 13.3％、中学２年生保護者で 10.2％、『苦

しい』（「大変苦しい」+「苦しい」）と回答した割合が全体で 28.1％、小学５年生保護者で 29.2％、

中学２年生保護者で 26.7％となっている。 

 

【現在の暮らしの状況（広島県・国との比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県・国と比較すると、小学５年生保護者では、大きな差はみられない。 

中学２年生保護者では、『ゆとりがある』と回答した割合は、尾道市（10.2％）が広島県

（15.5％）、国（15.5％）を 5.3ポイント下回っている。 

 

 

  

問 19 あなたは、現在の暮らしの状況をどのように感じていますか。 

（あてはまるもの１つに○） 
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3.7 

1.5 

1.0 

15.9 

5.6 

1.0 

64.0 

60.1 

35.0 

13.8 

26.3 

35.0 

0.3 

5.9 

25.0 

2.3 

0.6 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=347)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=323)

中央値の2分の1未満

(n=100)

大変ゆとりがある ゆとりがある ふつう 苦しい 大変苦しい 無回答

2.4 

2.8 

0.0 

10.0 

5.7 

5.4 

60.1 

47.2 

46.2 

21.5 

27.4 

29.0 

4.2 

17.0 

19.4 

1.7 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=707)

ひとり親世帯：全体(n=106)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=93)

大変ゆとりがある ゆとりがある ふつう 苦しい 大変苦しい 無回答

【現在の暮らしの状況（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、『苦しい』と回答した割合は、「中央値以上」で 14.1％、「中

央値の２分の１以上中央値未満」で 32.2％、「中央値の２分の１未満」で 60.0％となっている。 

 

【現在の暮らしの状況（世帯構成別）】 

 

 

 

 

 

 

 
 

世帯構成別にみると、『苦しい』と回答した割合は、「ふたり親世帯」で 25.7％、「ひとり親

世帯」で 44.4％、「母子世帯のみ」で 48.4％となっている。 
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0.9 

1.1 

0.6 

3.4 

3.3 

3.6 

9.5 

9.6 

9.4 

84.8 

84.3 

85.4 

1.5 

1.7 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=821)

小学5年生保護者

(n=458)

中学2年生保護者

(n=363)

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答

0.3 

4.7 

5.4 

3.1 

5.7 

6.5 

8.5 

16.0 

17.2 

87.0 

70.8 

67.7 

1.1 

2.8 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=707)

ひとり親世帯：全体(n=106)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=93)

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答

(3) 食料における経済的状況 

 

 

 

【食料における経済的状況】 

 

 

 

 

 

 

 

食料における経済状況について、『あった』（「よくあった」+「ときどきあった」+「まれにあ

った」）と回答した割合が全体で 13.8％、小学５年生保護者で 14.0％、中学２年生保護者で

13.6％となっている。 

 

【食料における経済的状況（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 
 

等価世帯収入の水準別にみると、『あった』と回答した割合は、「中央値以上」で 6.0％、「中

央値の２分の１以上中央値未満」で 13.6％、「中央値の２分の１未満」で 46.0％となっている。 

 

【食料における経済的状況（世帯構成別）】 

 

 

 

 

 

 

 
 

世帯構成別にみると、『あった』と回答した割合は、「ふたり親世帯」で 11.9％、「ひとり親

世帯」で 26.4％、「母子世帯のみ」で 29.1％となっている。 

  

問 21 あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料が買え

ないことがありましたか。ただし、嗜好品は含みません。（あてはまるもの１つに○） 

0.0 

0.3 

6.0 

1.7 

2.5 

14.0 

4.3 

10.8 

26.0 

93.9 

85.8 

53.0 

0.0 

0.6 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=347)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=323)

中央値の2分の1未満

(n=100)

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答
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1.3 

1.3 

1.4 

4.6 

4.1 

5.2 

10.1 

10.9 

9.1 

82.6 

82.1 

83.2 

1.3 

1.5 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=821)

小学5年生保護者

(n=458)

中学2年生保護者

(n=363)

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答

0.0 

1.9 

5.0 

1.2 

5.3 

16.0 

5.5 

11.5 

24.0 

93.4 

81.1 

54.0 

0.0 

0.3 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=347)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=323)

中央値の2分の1未満

(n=100)

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答

0.8 

4.7 

5.4 

3.8 

10.4 

11.8 

9.3 

15.1 

16.1 

85.0 

67.0 

63.4 

1.0 

2.8 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=707)

ひとり親世帯：全体(n=106)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=93)

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答

(4) 衣服における経済的状況 

 

 

 

 

【衣服における経済的状況】 

 

 

 

 

 

 

 
 

衣服における経済状況について、『あった』（「よくあった」+「ときどきあった」+「まれにあ

った」）と回答した割合が全体で 16.0％、小学５年生保護者で 16.3％、中学２年生保護者で

15.7％となっている。 

 

【衣服における経済的状況（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 
 

等価世帯収入の水準別にみると、『あった』と回答した割合は、「中央値以上」で 6.7％、「中

央値の２分の１以上中央値未満」で 18.7％、「中央値の２分の１未満」で 45.0％となっている。 

 

【衣服における経済的状況（世帯構成別）】 

 

 

 

 

 

 

 
 

世帯構成別にみると、『あった』と回答した割合は、「ふたり親世帯」で 13.9％、「ひとり親

世帯」で 30.2％、「母子世帯のみ」で 33.3％となっている。  

問 22 あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする衣服が買え

ないことがありましたか。ただし、高価な衣服や貴金属・宝飾品は含みません。 

（あてはまるもの１つに○） 
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2.3 

0.3 

0.0 

97.7 

0.0 

4.6 

3.4 

2.8 

92.3 

0.0 

16.0 

13.0 

15.0 

79.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電気料金

水道料金

ガス料金

あてはまるものはない

無回答

中央値以上(n=347)

中央値の2分の1以上中央値未満(n=323)

中央値の2分の1未満(n=100)

(5) 公共料金が経済的な理由で未払いになった経験 

 

 

 

【公共料金が経済的な理由で未払いになった経験】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共料金が経済的な理由で未払いになった経験について、「電気料金」、「水道料金」、「ガス料

金」のいずれか１つ以上回答した割合は、全体で 6.7％、小学５年生保護者で 7.2％、中学２年

生保護者で 6.1％となっている。 

また、「あてはまるものはない」と回答した割合が全体で 92.1％、小学５年生保護者で 91.5％、

中学２年生保護者で 92.8％となっている。 

 

【公共料金が経済的な理由で未払いになった経験（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、「電気料金」、「水道料金」、「ガス料金」のいずれか１つ以上

回答した割合は、「中央値以上」で 2.3％、「中央値の２分の１以上中央値未満」で 7.7％、「中

央値の２分の１未満」で 20.0％となっている。 

 

  

問 23 あなたの世帯では、過去１年の間に、以下の料金について、経済的な理由で未払いになっ

たことがありましたか。（あてはまるものすべてに○） 

5.0 

3.0 

2.9 

92.1 

1.2 

5.2 

3.5 

3.3 

91.5 

1.3 

4.7 

2.5 

2.5 

92.8 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電気料金

水道料金

ガス料金

あてはまるものはない

無回答

全体(n=821)

小学5年生保護者(n=458)

中学2年生保護者(n=363)
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【公共料金が経済的な理由で未払いになった経験（世帯構成別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、「電気料金」、「水道料金」、「ガス料金」のいずれか１つ以上回答した割

合は、「ふたり親世帯」で 5.0％、「ひとり親世帯」で 17.9％、「母子世帯のみ」で 19.3％とな

っている。 

  

3.5 

2.1 

1.4 

94.2 

0.8 

14.2 

9.4 

13.2 

80.2 

1.9 

16.1 

10.8 

14.0 

78.5 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電気料金

水道料金

ガス料金

あてはまるものはない

無回答

ふたり親世帯(n=707)

ひとり親世帯：全体(n=106)

ひとり親世帯：母子世帯のみ(n=93)
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３ 親の状況 

(1) 婚姻状況 

 

 

 

【親の婚姻状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親の婚姻状況について、「結婚している（再婚や事実婚を含む。）」と回答した割合が全体で

86.1％、小学５年生保護者で 85.6％、中学２年生保護者で 86.8％、『結婚していない』（「離婚

（別居中を含む。）」+「死別」+「未婚」）と回答した割合が全体で 12.9％、小学５年生保護者

で 13.5％、中学２年生保護者で 12.2％となっている。 

 

 

  

問６ お子さんと同居し、生計を同一にしている親の婚姻状況を教えてください。 

（あてはまるもの１つに○） 

86.1 

85.6 

86.8 

10.7 

11.1 

10.2 

1.1 

0.9 

1.4 

1.1 

1.5 

0.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.7 

0.9 

0.6 

0.2 

0.0 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=821)

小学5年生保護者

(n=458)

中学2年生保護者

(n=363)

結婚している（再婚や事実婚を含む。） 離婚

死別 未婚

わからない いない

無回答
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問６で「２ 離婚」と回答した人のみ回答 

 

 

 

【養育費の取り決め状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

養育費の取り決め状況について、「取り決めをしており、受け取っている」と回答した割合が

全体で 42.0％、小学５年生保護者で 31.4％、中学２年生保護者で 56.8％、「取り決めをしてお

らず、受け取っていない」と回答した割合が全体で 36.4％、小学５年生保護者で 45.1％、中学

２年生保護者で 24.3％となっている。 

 

【養育費の取り決め状況（母子世帯のみ）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

「母子世帯のみ」では、「取り決めをしておらず、受け取っていない」と回答した割合が全体

で 32.5％、小学５年生保護者で 44.2％、中学２年生保護者で 17.6％となっている。 

 

 

  

問７ 離婚相手と子供の養育費の取り決めをしていますか。また養育費を現在受け取っていま

すか。（あてはまるもの１つに○） 

 

 

42.0 

31.4 

56.8 

6.8 

5.9 

8.1 

14.8 

17.6 

10.8 

36.4 

45.1 

24.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=88)

小学5年生保護者

(n=51)

中学2年生保護者

(n=37)

取り決めをしており、受け取っている 特に取り決めはしていないが、受け取っている

取り決めをしているが、受け取っていない 取り決めをしておらず、受け取っていない

無回答

46.8 

34.9 

61.8 

7.8 

7.0 

8.8 

13.0 

14.0 

11.8 

32.5 

44.2 

17.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=77)

小学5年生保護者

(n=43)

中学2年生保護者

(n=34)

取り決めをしており、受け取っている 特に取り決めはしていないが、受け取っている

取り決めをしているが、受け取っていない 取り決めをしておらず、受け取っていない

無回答
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(2) 日本語以外の言語の使用状況 

 

 

 

【日本語以外の言語の使用状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本語以外の言語の使用状況について、「日本語のみを使用している」と回答した割合が全体

で 96.7％、小学５年生保護者で 97.2％、中学２年生保護者で 96.1％となっている。 

 

  

問８ ご家庭ではどれくらい、日本語以外の言語を使用していますか。 

（あてはまるもの１つに○） 

 

96.7 

97.2 

96.1 

1.8 

1.3 

2.5 

0.2 

0.4 

0.0 

1.2 

1.1 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=821)

小学5年生保護者

(n=458)

中学2年生保護者

(n=363)

日本語のみを使用している

日本語以外の言語も使用しているが、日本語の方が多い

日本語以外の言語を使うことが多い

無回答
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(3) 修了課程 

 

 

 

【母親の修了課程】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

母親の修了課程について、「大学以上」に該当する割合が全体で 23.6％、小学５年生保護者

で 23.6％、中学２年生保護者で 23.7％となっている。 

 

【父親の修了課程】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父親の修了課程について、「大学以上」に該当する割合が全体で 35.8％、小学５年生保護者

で 33.9％、中学２年生保護者で 38.3％となっている。 

  

問９ お子さんの親が卒業・修了した学校をお答えください。 

（ａ、ｂそれぞれについて、あてはまるもの１つに○） 

 

 

2.7 

2.6 

2.8 

25.2 

25.1 

25.3 

26.3 

26.6 

25.9 

0.5 

0.7 

0.3 

18.8 

18.6 

19.0 

16.8 

16.8 

16.8 

6.8 

6.8 

6.9 

0.6 

0.2 

1.1 

0.1 

0.0 

0.3 

1.8 

2.2 

1.4 

0.4 

0.4 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=821)

小学5年生保護者

(n=458)

中学2年生保護者

(n=363)

中学

中学、高校

中学、高校、専門学校

中学、5年制の高等専門学校

中学、高校、短大

中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学

中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学、大学院

その他

わからない

いない

無回答

5.5 

5.7 

5.2 

25.8 

25.5 

26.2 

15.8 

16.6 

14.9 

1.5 

1.1 

1.9 

2.9 

3.9 

1.7 

26.9 

26.0 

28.1 

8.9 

7.9 

10.2 

0.2 

0.4 

0.0 

0.4 

0.2 

0.6 

11.7 

12.2 

11.0 

0.4 

0.4 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=821)

小学5年生保護者

(n=458)

中学2年生保護者

(n=363)

中学

中学、高校

中学、高校、専門学校

中学、5年制の高等専門学校

中学、高校、短大

中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学

中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学、大学院

その他

わからない

いない

無回答
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(4) 就労状況 

 

 

 

【母親の就労状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親の就労状況について、「正社員・正規職員・会社役員」と回答した割合が全体で 34.7％、

小学５年生保護者で 36.0％、中学２年生保護者で 33.1％、「パート・アルバイト・日雇い・非

常勤職員」と回答した割合が全体で 39.5％、小学５年生保護者で 39.3％、中学２年生保護者で

39.7％となっている。 

 

【母親の就労状況（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

等価世帯収入の水準別にみると、「正社員・正規職員・会社役員」と回答した割合は、「中央

値以上」で 49.0％、「中央値の２分の１以上中央値未満」で 25.7％、「中央値の２分の１未満」

で 19.0％となっている。 

また、「パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員」と回答した割合は、「中央値以上」で 29.1％、

「中央値の２分の１以上中央値未満」で 48.6％、「中央値の２分の１未満」で 49.0％となって

いる。  

問 10 お子さんの親の就労状況について、あてはまるものを回答してください。 

（ａ、ｂそれぞれについて、あてはまるもの１つに○） 

 

 

34.7 

36.0 

33.1 

5.1 

5.0 

5.2 

39.5 

39.3 

39.7 

6.5 

5.5 

7.7 

11.7 

11.4 

12.1 

0.2 

0.4 

0.0 

1.9 

2.2 

1.7 

0.4 

0.2 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=821)

小学5年生保護者

(n=458)

中学2年生保護者

(n=363)

正社員・正規職員・会社役員
嘱託・契約社員・派遣職員
パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員
自営業（家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。）
働いていない（専業主婦／主夫を含む。）
わからない
いない
無回答

49.0 

25.7 

19.0 

4.6 

6.2 

5.0 

29.1 

48.6 

49.0 

5.8 

6.8 

9.0 

8.6 

11.1 

16.0 

0.3 

0.3 

0.0 

2.3 

1.2 

1.0 

0.3 

0.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=347)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=323)

中央値の2分の1未満

(n=100)

正社員・正規職員・会社役員
嘱託・契約社員・派遣職員
パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員
自営業（家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。）
働いていない（専業主婦／主夫を含む。）
わからない
いない
無回答
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【父親の就労状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父親の就労状況について、「正社員・正規職員・会社役員」と回答した割合が全体で 75.9％、

小学５年生保護者で 76.0％、中学２年生保護者で 75.8％となっている。 

 

【父親の就労状況（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、「中央値の２分の１未満」では、「いない」と回答した割合

が 44.0％、「正社員・正規職員・会社役員」と回答した割合が 36.0％、「自営業（家族従業者、

内職、自由業、フリーランスを含む。）」と回答した割合が 17.0％となっている。 

 

  

75.9 

76.0 

75.8 

0.6 

0.7 

0.6 

0.4 

0.4 

0.3 

10.8 

10.5 

11.3 

0.2 

0.2 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

11.8 

12.2 

11.3 

0.2 

0.0 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=821)

小学5年生保護者

(n=458)

中学2年生保護者

(n=363)

正社員・正規職員・会社役員
嘱託・契約社員・派遣職員
パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員
自営業（家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。）
働いていない（専業主婦／主夫を含む。）
わからない
いない
無回答

86.7 

77.7 

36.0 

0.3 

0.9 

1.0 

0.0 

0.6 

1.0 

9.5 

9.0 

17.0 

0.0 

0.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.5 

11.1 

44.0 

0.0 

0.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=347)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=323)

中央値の2分の1未満

(n=100)

正社員・正規職員・会社役員
嘱託・契約社員・派遣職員
パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員
自営業（家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。）
働いていない（専業主婦／主夫を含む。）
わからない
いない
無回答
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問 10で「５ 働いていない」と回答した人のみ回答 

 

 

 

【母親の働いていない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親の働いていない理由について、「子育てを優先したいため」と回答した割合が全体で

41.7％、小学５年生保護者で 51.9％、中学２年生保護者で 29.5％と最も高く、次いで「働きた

いが、希望する条件の仕事がないため」と回答した割合が全体で 18.8％、小学５年生保護者で

17.3％、中学２年生保護者で 20.5％となっている。 

 

【母親の働いていない理由（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、「自分の病気や障害のため」と回答した割合が、「中央値の

２分の１以上中央値未満」で 8.3％、「中央値の２分の１未満」で 18.8％となっている。 

 

なお、働いていない父親は２人であり、働いていない理由は「自分の病気や障害のため」、「そ

の他の理由」と回答している。 

 

  

問 11 働いていない最も主な理由を教えてください。 

（ａ、ｂそれぞれについて、あてはまるもの１つに○） 

 

 

 

18.8 

17.3 

20.5 

41.7 

51.9 

29.5 

6.3 

7.7 

4.5 

7.3 

5.8 

9.1 

1.0 

1.9 

0.0 

22.9 

13.5 

34.1 

2.1 

1.9 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=96)

小学5年生保護者

(n=52)

中学2年生保護者

(n=44)

働きたいが、希望する条件の仕事がないため
子育てを優先したいため
家族の介護・介助のため
自分の病気や障害のため
通学しているため
その他の理由
無回答

10.0 

25.0 

12.5 

50.0 

44.4 

31.3 

10.0 

0.0 

12.5 

0.0 

8.3 

18.8 

0.0 

0.0 

6.3 

26.7 

19.4 

18.8 

3.3 

2.8 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=30)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=36)

中央値の2分の1未満

(n=16)

働きたいが、希望する条件の仕事がないため
子育てを優先したいため
家族の介護・介助のため
自分の病気や障害のため
通学しているため
その他の理由
無回答
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４ 利用した教育・保育施設等 

(1) ０～２歳の間に通っていた教育・保育施設等 

 

 

 

【０～２歳の間に通っていた教育・保育施設等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

０～２歳の間に通っていた教育・保育施設等について、「認可保育所・認定こども園」と回答

した割合が全体で 36.9％、小学５年生保護者で 41.0％、中学２年生保護者で 31.7％、「もっぱ

ら親・親族が面倒を見ていた」と回答した割合が全体で 48.8％、小学５年生保護者で 45.6％、

中学２年生保護者で 52.9％となっている。 

 

【０～２歳の間に通っていた教育・保育施設等（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、「もっぱら親・親族が面倒を見ていた」と回答した割合は、

「中央値以上」で 46.1％、「中央値の２分の１以上中央値未満」で 52.6％、「中央値の 2分の１

未満」で 47.0％となっている。 

 

  

問 12 お子さんが０～２歳の間に通っていた教育・保育施設等で最も主なもの（期間が長いも

の）をお答えください。（あてはまるもの１つに○） 

36.9 

41.0 

31.7 

9.7 

9.4 

10.2 

1.3 

1.1 

1.7 

48.8 

45.6 

52.9 

1.3 

1.1 

1.7 

1.8 

1.7 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=821)

小学5年生保護者

(n=458)

中学2年生保護者

(n=363)

認可保育所・認定こども園 その他の教育・保育等の施設
親・親族以外の個人 もっぱら親・親族が面倒を見ていた
その他 無回答

36.6 

36.2 

40.0 

13.5 

7.1 

6.0 

1.4 

1.2 

2.0 

46.1 

52.6 

47.0 

0.9 

1.9 

2.0 

1.4 

0.9 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=347)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=323)

中央値の2分の1未満

(n=100)

認可保育所・認定こども園 その他の教育・保育等の施設
親・親族以外の個人 もっぱら親・親族が面倒を見ていた
その他 無回答
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【０～２歳の間に通っていた教育・保育施設等（世帯構成別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、「認可保育所・認定こども園」と回答した割合は、「ふたり親世帯」で

35.2％、「ひとり親世帯」で 50.9％、「母子世帯のみ」で 50.5％となっている。 

 

 

 

  

35.2 

50.9 

50.5 

10.0 

7.5 

7.5 

1.4 

0.9 

1.1 

50.1 

40.6 

40.9 

1.4 

0.0 

0.0 

1.8 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=707)

ひとり親世帯：全体(n=106)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=93)

認可保育所・認定こども園 その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人 もっぱら親・親族が面倒を見ていた

その他 無回答
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(2) ３～５歳の間に通っていた教育・保育施設等 

 

 

 

【３～５歳の間に通っていた教育・保育施設等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

３～５歳の間に通っていた教育・保育施設等について、「幼稚園・認可保育所・認定こども園」

と回答した割合が全体で 91.0％、小学５年生保護者で 91.0％、中学２年生保護者で 90.9％と

なっている。 

 

【３～５歳の間に通っていた教育・保育施設等（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、「幼稚園・認可保育所・認定こども園」と回答した割合は、

「中央値以上」、「中央値の２分の１以上中央値未満」で９割台となっている。 
 

【３～５歳の間に通っていた教育・保育施設等（世帯構成別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、「幼稚園・認可保育所・認定こども園」と回答した割合は、「ふたり親

世帯」で９割台、「ひとり親世帯」、「母子世帯のみ」で８割台となっている。  

問 13 お子さんが３～５歳の間に通っていた教育・保育施設等で最も主なもの（期間が長いも

の）をお答えください。（あてはまるもの１つに○） 

91.0 

91.0 

90.9 

6.6 

6.3 

6.9 

0.1 

0.0 

0.3 

0.5 

0.7 

0.3 

0.4 

0.4 

0.3 

1.5 

1.5 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=821)

小学5年生保護者

(n=458)

中学2年生保護者

(n=363)

幼稚園・認可保育所・認定こども園 その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人 もっぱら親・親族が面倒を見ていた

その他 無回答

92.2 

93.5 

80.0 

5.8 

5.0 

15.0 

0.0 

0.0 

1.0 

0.3 

0.3 

2.0 

0.3 

0.6 

0.0 

1.4 

0.6 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=347)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=323)

中央値の2分の1未満

(n=100)

幼稚園・認可保育所・認定こども園 その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人 もっぱら親・親族が面倒を見ていた

その他 無回答

91.9 

86.8 

86.0 

5.8 

11.3 

11.8 

0.0 

0.9 

1.1 

0.6 

0.0 

0.0 

0.4 

0.0 

0.0 

1.3 

0.9 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=707)

ひとり親世帯：全体(n=106)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=93)

幼稚園・認可保育所・認定こども園 その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人 もっぱら親・親族が面倒を見ていた

その他 無回答



23 

５ 子供との関わり方 

(1) 子供との関わり方 

 

 

 

【子供との関わり方】 

（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供との関わり方について、全体では、『あてはまる』（「あてはまる」+「どちらかといえば、

あてはまる」）と回答した割合は、「お子さんが小さいころ、絵本の読み聞かせをしていた」で

76.7％、「お子さんから、勉強や成績のことについて話をしてくれる」で 77.0％となっている。 

 

（小学５年生保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学５年生保護者では、『あてはまる』と回答した割合は、「テレビ・ゲーム・インターネッ

ト等の視聴時間等のルールを決めている」、「お子さんが小さいころ、絵本の読み聞かせをして

いた」で 76.0％、「お子さんから、勉強や成績のことについて話をしてくれる」で 76.2％とな

っている。 

  

問 14 あなたとお子さんの関わり方について、次のようなことにどれくらいあてはまりますか。 

（ａ～ｄそれぞれについて、あてはまるもの１つに○） 

29.1 

18.8 

40.2 

40.0 

39.2 

35.9 

36.5 

37.0 

19.0 

27.5 

17.3 

15.8 

11.6 

16.3 

4.6 

5.8 

1.1 

1.5 

1.3 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

テレビ・ゲーム・インターネット等の

視聴時間等のルールを決めている

お子さんに本や新聞を読むように

勧めている

お子さんが小さいころ、絵本の

読み聞かせをしていた

お子さんから、勉強や成績のことに

ついて話をしてくれる

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答

n=821

34.5 

21.0 

38.4 

36.2 

41.5 

36.0 

37.6 

40.0 

15.1 

26.2 

18.1 

16.6 

7.9 

15.5 

4.6 

5.5 

1.1 

1.3 

1.3 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

テレビ・ゲーム・インターネット等の

視聴時間等のルールを決めている

お子さんに本や新聞を読むように

勧めている

お子さんが小さいころ、絵本の

読み聞かせをしていた

お子さんから、勉強や成績のことに

ついて話をしてくれる

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答

n=458
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（中学２年生保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学２年生保護者では、『あてはまる』と回答した割合は、「お子さんが小さいころ、絵本の

読み聞かせをしていた」で 77.7％、「お子さんから、勉強や成績のことについて話をしてくれ

る」で 77.9％となっている。 

 

 

 

  

22.3 

16.0 

42.4 

44.6 

36.4 

35.8 

35.3 

33.3 

24.0 

29.2 

16.3 

14.9 

16.3 

17.4 

4.7 

6.3 

1.1 

1.7 

1.4 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

テレビ・ゲーム・インターネット等の

視聴時間等のルールを決めている

お子さんに本や新聞を読むように

勧めている

お子さんが小さいころ、絵本の

読み聞かせをしていた

お子さんから、勉強や成績のことに

ついて話をしてくれる

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答

n=363
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(2) 子供の行事への参加状況 

 

 

 

【子供の行事への参加状況】 

（全体） 

 

 

 

 

 

 

（小学５年生保護者） 

 

 

 

 

 

 

（中学２年生保護者） 

 

 

 

 

 

 

子供の行事への参加状況について、『参加している』（「よく参加している」+「ときどき参加

している」）と回答した割合は、「授業参観や運動会などの学校行事への参加」が全体で 94.2％、

小学５年生保護者で 97.2％、中学２年生保護者で 90.3％、「ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学

習支援等のボランティアなどへの参加」が全体で 68.2％、小学５年生保護者で 73.6％、中学２

年生保護者で 61.4％となっている。 

 

  

問 15 あなたは、次のようなことをどの程度していますか。 

（ａ、ｂそれぞれについて、あてはまるもの１つに○） 

79.3 

34.2 

14.9 

34.0 

4.0 

21.7 

0.7 

9.0 

1.1 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業参観や運動会などの

学校行事への参加

ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習

支援等の       などへの参加

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない

まったく参加していない 無回答

n=821

88.0 

38.2 

9.2 

35.4 

1.3 

18.3 

0.2 

6.8 

1.3 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業参観や運動会などの

学校行事への参加

ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習

支援等の       などへの参加

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない

まったく参加していない 無回答

n=458

68.3 

29.2 

22.0 

32.2 

7.4 

25.9 

1.4 

11.8 

0.8 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業参観や運動会などの

学校行事への参加

ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習

支援等の       などへの参加

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない

まったく参加していない 無回答

n=363
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82.7 

77.7 

76.0 

12.4 

17.3 

14.0 

3.7 

3.7 

5.0 

0.0 

0.9 

3.0 

1.2 

0.3 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=347)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=323)

中央値の2分の1未満

(n=100)

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない

まったく参加していない 無回答

81.0 

68.9 

68.8 

13.7 

20.8 

21.5 

3.5 

7.5 

6.5 

0.4 

2.8 

3.2 

1.3 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=707)

ひとり親世帯：全体(n=106)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=93)

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない

まったく参加していない 無回答

＜授業参観や運動会などの学校行事への参加＞ 

【子供の行事への参加状況（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、『参加している』と回答した割合は、「中央値以上」で 95.1％、

「中央値の２分の１以上中央値未満」で 95.0％、「中央値の２分の１未満」で 90.0％となって

いる。 

 

【子供の行事への参加状況（世帯構成別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、『参加している』と回答した割合は、「ふたり親世帯」で 94.7％、「ひ

とり親世帯」で 89.7％、「母子世帯のみ」で 90.3％となっている。 
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38.3 

29.1 

37.0 

33.1 

36.8 

32.0 

19.0 

24.5 

18.0 

8.4 

9.3 

11.0 

1.2 

0.3 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=347)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=323)

中央値の2分の1未満

(n=100)

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない

まったく参加していない 無回答

35.9 

23.6 

25.8 

34.5 

31.1 

29.0 

21.2 

23.6 

23.7 

7.1 

21.7 

21.5 

1.3 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=707)

ひとり親世帯：全体(n=106)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=93)

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない

まったく参加していない 無回答

＜ＰＴＡ活動、ボランティアなどへの参加＞ 

【子供の行事への参加状況（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、『参加している』と回答した割合は、「中央値以上」で 71.4％、

「中央値の２分の１以上中央値未満」で 65.9％、「中央値の２分の１未満」で 69.0％となって

いる。 

 

【子供の行事への参加状況（世帯構成別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、『参加している』と回答した割合は、「ふたり親世帯」で 70.4％、「ひ

とり親世帯」で 54.7％、「母子世帯のみ」で 54.8％となっている。 
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６ 子供の将来の進学展望 

 

 

 

【子供の将来の進学展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供の将来の進学展望について、「中学、高校（または５年制の高等専門学校）、大学」と回

答した割合が全体で 41.5％、小学５年生保護者で 44.1％、中学２年生保護者で 38.3％と最も

高く、次いで「中学、高校、専門学校」と回答した割合が全体で 17.5％、小学５年生保護者で

17.9％、中学２年生保護者で 17.1％となっている。 

 

 

 

 

  

問 16 お子さんは将来、現実的に見てどの学校に進学すると思いますか。 

（あてはまるもの１つに○） 

0.5 

0.4 

0.6 

14.5 

12.4 

17.1 

17.5 

17.9 

17.1 

1.8 

1.1 

2.8 

1.8 

1.7 

1.9 

41.5 

44.1 

38.3 

2.9 

2.8 

3.0 

0.2 

0.2 

0.3 

17.9 

18.6 

17.1 

1.2 

0.7 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=821)

小学5年生保護者

(n=458)

中学2年生保護者

(n=363)

中学
中学、高校
中学、高校、専門学校
中学、5年制の高等専門学校
中学、高校、短大
中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学
中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学、大学院
その他
まだわからない
無回答
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0.4 

0.3 

0.6 

0.2 

0.5 

12.4 

11.1 

17.1 

11.9 

16.3 

17.9 

13.0 

17.1 

12.9 

19.7 

1.1 

0.6 

2.8 

0.9 

1.7 

3.7 

1.9 

2.4 

44.1 

50.7 

38.3 

51.9 

50.1 

2.8 

4.2 

3.0 

5.4 

0.2 

0.5 

0.3 

0.5 

18.6 

14.9 

17.1 

12.4 

12.8 

0.7 

1.0 

1.9 

1.6 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

尾道市(n=458)

広島県(n=8,222)

尾道市(n=363)

広島県(n=7,061)

国(n=2,715)

中学
中学、高校
中学、高校、専門学校
中学、5年制の高等専門学校
中学、高校、短大
中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学
中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学、大学院
その他
まだわからない
無回答

小学

5年生

保護者

中学

2年生

保護者

【子供の将来の進学展望（広島県・国との比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1：国調査では「短大・高専・専門学校まで」という選択肢になっている 

※2：国調査では「大学またはそれ以上」という選択肢になっている 

 

広島県・国と比較すると、小学５年生保護者では、「中学、高校（または５年制の高等専門

学校）、大学」と回答した割合は、尾道市（44.1％）が広島県（50.7％）を 6.6ポイント下回っ

ている。 

中学２年生保護者では、「中学、高校（または５年制の高等専門学校）、大学」と回答した割

合は、尾道市（38.3％）が広島県（51.9％）を 13.6 ポイント下回っており、国（50.1％）を

11.8ポイント下回っている。 

 

 

 

 

 

  

※1 ※2 
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【子供の将来の進学展望（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、「中学、高校」と回答した割合は、「中央値以上」で 7.5％、

「中央値の２分の１以上中央値未満」で 19.2％、「中央値の２分の１未満」で 28.0％となって

いる。 

 

【子供の将来の進学展望（世帯構成別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、「中学、高校」と回答した割合は、「ふたり親世帯」で 13.7％、「ひと

り親世帯」で 20.8％、「母子世帯のみ」で 18.3％となっている。 

 

 

 

 

  

0.0 

0.3 

3.0 

7.5 

19.2 

28.0 

12.4 

22.6 

16.0 

1.7 

2.2 

1.0 

1.2 

1.5 

5.0 

55.3 

33.7 

21.0 

3.7 

1.9 

4.0 

0.3 

0.3 

0.0 

15.6 

17.6 

22.0 

2.3 

0.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=347)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=323)

中央値の2分の1未満

(n=100)

中学
中学、高校
中学、高校、専門学校
中学、5年制の高等専門学校
中学、高校、短大
中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学
中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学、大学院
その他
まだわからない
無回答

0.3 

1.9 

2.2 

13.7 

20.8 

18.3 

16.7 

22.6 

21.5 

1.7 

2.8 

3.2 

1.7 

2.8 

3.2 

43.7 

26.4 

29.0 

2.8 

2.8 

2.2 

0.3 

0.0 

0.0 

17.7 

19.8 

20.4 

1.4 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=707)

ひとり親世帯：全体(n=106)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=93)

中学
中学、高校
中学、高校、専門学校
中学、5年制の高等専門学校
中学、高校、短大
中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学
中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学、大学院
その他
まだわからない
無回答
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【子供の将来の進学展望（両親の最終学歴別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両親の最終学歴別にみると、「中学、高校（または５年制の高等専門学校）、大学」と回答し

た割合は、「父母のいずれも大学以上」で 72.2％、「父母のいずれかが大学以上」で 50.4％、

「その他（不明等を含む）」で 28.5％となっている。 

 

 

  

0.0 

0.4 

0.7 

2.4 

10.2 

20.0 

4.8 

13.6 

23.1 

1.6 

2.1 

1.7 

1.6 

0.4 

2.6 

72.2 

50.4 

28.5 

7.1 

3.4 

1.5 

0.8 

0.0 

0.2 

7.9 

17.8 

20.7 

1.6 

1.7 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父母のいずれも大学以上

(n=126)

父母のいずれかが大学以上

(n=236)

その他（不明等を含む）

(n=459)

中学
中学、高校
中学、高校、専門学校
中学、5年制の高等専門学校
中学、高校、短大
中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学
中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学、大学院
その他
まだわからない
無回答
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問 16で「中学以上に進学」と回答した人のみ回答 

 

 

【子供の進学先を選んだ理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供の進学先を選んだ理由について、「お子さんがそう希望しているから」と回答した割合が

全体で 38.9％、小学５年生保護者で 34.1％、中学２年生保護者で 44.9％、「一般的な進路だと

思うから」と回答した割合が全体で 36.6％、小学５年生保護者で 39.2％、中学２年生保護者で

33.3％、「お子さんの学力から考えて」と回答した割合が全体で 26.4％、小学５年生保護者で

21.1％、中学２年生保護者で 33.0％となっている。 

 

【子供の進学先を選んだ理由（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、「家庭の経済的な状況から考えて」と回答した割合は、「中

央値以上」で 8.8％、「中央値の２分の１以上中央値未満」で 8.7％、「中央値の２分の１未満」

で 21.8％となっている。  

問 17 その理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

38.9 

36.6 

26.4 

10.8 

3.5 

8.7 

2.3 

34.1 

39.2 

21.1 

9.7 

4.3 

11.4 

3.0 

44.9 

33.3 

33.0 

12.2 

2.4 

5.4 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

お子さんがそう希望しているから

一般的な進路だと思うから

お子さんの学力から考えて

家庭の経済的な状況から考えて

その他

特に理由はない

無回答

全体(n=664)

小学5年生保護者(n=370)

中学2年生保護者(n=294)

38.2 

43.2 

26.0 

8.8 

3.5 

7.4 

1.1 

40.2 

31.8 

28.0 

8.7 

3.8 

8.0 

3.8 

41.0 

26.9 

20.5 

21.8 

2.6 

14.1 

2.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

お子さんがそう希望しているから

一般的な進路だと思うから

お子さんの学力から考えて

家庭の経済的な状況から考えて

その他

特に理由はない

無回答
中央値以上(n=285)

中央値の2分の1以上中央値未満(n=264)

中央値の2分の1未満(n=78)
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【子供の進学先を選んだ理由（世帯構成別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、「家庭の経済的な状況から考えて」と回答した割合は、「ふたり親世帯」

で 8.9％、「ひとり親世帯」で 23.5％、「母子世帯のみ」で 23.0％となっている。 

 

  

38.6 

37.8 

27.6 

8.9 

3.8 

7.5 

2.4 

37.6 

29.4 

18.8 

23.5 

1.2 

16.5 

1.2 

37.8 

31.1 

21.6 

23.0 

1.4 

12.2 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

お子さんがそう希望しているから

一般的な進路だと思うから

お子さんの学力から考えて

家庭の経済的な状況から考えて

その他

特に理由はない

無回答

ふたり親世帯(n=572)

ひとり親世帯：全体(n=85)

ひとり親世帯：母子世帯のみ(n=74)
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93.2 

93.3 

89.8 

90.3 

92.4 

2.0 

2.8 

4.4 

4.2 

3.9 

3.3 

2.0 

2.2 

2.2 

2.9 

1.5 

1.8 

3.6 

3.3 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

尾道市(n=458)

広島県(n=8,222)

尾道市(n=363)

広島県(n=7,061)

国(n=2,715)

頼れる人がいる いない そのことでは人に頼らない 無回答

小学

5年生

保護者

中学

2年生

保護者

７ 頼れる人の有無 

 

 

 

 

＜ａ 子育てに関する相談＞ 

【子育てに関する相談で頼れる人の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

子育てに関する相談で頼れる人の有無について、「頼れる人がいる」と回答した割合が全体で

91.7％、小学５年生保護者で 93.2％、中学２年生保護者で 89.8％、「いない」と回答した割合

が全体で 3.0％、小学５年生保護者で 2.0％、中学２年生保護者で 4.4％となっている。 

 

【子育てに関する相談で頼れる人の有無（広島県・国との比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県・国と比較すると、小学５年生保護者、中学２年生保護者ともに、大きな差はみられ

ない。 

 

  

問 18 あなたは次に挙げる事柄で頼れる人はいますか。 

（ａ～ｃそれぞれについて、あてはまるもの１つに○） 

また、「１ 頼れる人がいる」場合、それはだれですか。（あてはまるものすべてに○） 

91.7 

93.2 

89.8 

3.0 

2.0 

4.4 

2.8 

3.3 

2.2 

2.4 

1.5 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=821)

小学5年生保護者

(n=458)

中学2年生保護者

(n=363)

頼れる人がいる いない そのことでは人に頼らない 無回答



35 

【子育てに関する相談で頼れる人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てに関する相談で頼れる人について、「家族・親族」と回答した割合が全体で 90.3％、

小学５年生保護者で 91.8％、中学２年生保護者で 88.3％と最も高く、次いで「友人・知人」と

回答した割合が全体で 61.6％、小学５年生保護者で 61.8％、中学２年生保護者で 61.3％とな

っている。 

  

90.3 

61.6 

30.0 

8.2 

6.8 

1.7 

2.1 

1.7 

91.8 

61.8 

30.7 

8.7 

8.0 

2.1 

2.8 

1.6 

88.3 

61.3 

29.1 

7.7 

5.2 

1.2 

1.2 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族

友人・知人

職場の人

相談・支援機関や福祉の人

近所の人

民生委員・児童委員

その他

無回答

全体(n=753)

小学5年生保護者(n=427)

中学2年生保護者(n=326)
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89.3 

90.0 

88.4 

4.4 

3.9 

5.0 

3.3 

3.5 

3.0 

3.0 

2.6 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=821)

小学5年生保護者

(n=458)

中学2年生保護者

(n=363)

頼れる人がいる いない そのことでは人に頼らない 無回答

＜ｂ 重要な事柄の相談＞ 

【重要な事柄の相談で頼れる人の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

重要な事柄の相談で頼れる人の有無について、「頼れる人がいる」と回答した割合が全体で

89.3％、小学５年生保護者で 90.0％、中学２年生保護者で 88.4％、「いない」と回答した割合

が全体で 4.4％、小学５年生保護者で 3.9％、中学２年生保護者で 5.0％となっている。 

 

【重要な事柄の相談で頼れる人の有無（広島県・国との比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県・国と比較すると、小学５年生保護者、中学２年生保護者ともに、大きな差はみられ

ない。 

 

  

90.0 

90.8 

88.4 

88.6 

90.7 

3.9 

3.9 

5.0 

4.9 

5.0 

3.5 

2.5 

3.0 

2.7 

3.2 

2.6 

2.8 

3.6 

3.8 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

尾道市(n=458)

広島県(n=8,222)

尾道市(n=363)

広島県(n=7,061)

国(n=2,715)

頼れる人がいる いない そのことでは人に頼らない 無回答

小学

5年生

保護者

中学

2年生

保護者
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【重要な事柄の相談で頼れる人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要な事柄の相談で頼れる人について、「家族・親族」と回答した割合が全体で 94.8％、小

学５年生保護者で 94.9％、中学２年生保護者で 94.7％と最も高く、次いで「友人・知人」と回

答した割合が全体で 34.1％、小学５年生保護者で 33.0％、中学２年生保護者で 35.5％となっ

ている。 

 

 

  

94.8 

34.1 

8.9 

3.0 

0.7 

0.5 

1.1 

1.8 

94.9 

33.0 

7.8 

3.2 

0.5 

0.5 

1.5 

1.7 

94.7 

35.5 

10.3 

2.8 

0.9 

0.6 

0.6 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族

友人・知人

職場の人

相談・支援機関や福祉の人

民生委員・児童委員

近所の人

その他

無回答

全体(n=733)

小学5年生保護者(n=412)

中学2年生保護者(n=321)
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67.2 

64.2 

71.1 

12.7 

13.1 

12.1 

16.3 

19.9 

11.8 

3.8 

2.8 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=821)

小学5年生保護者

(n=458)

中学2年生保護者

(n=363)

頼れる人がいる いない そのことでは人に頼らない 無回答

64.2 

69.6 

71.1 

66.5 

66.5 

13.1 

10.1 

12.1 

11.6 

13.3 

19.9 

16.6 

11.8 

17.1 

18.8 

2.8 

3.7 

5.0 

4.9 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

尾道市(n=458)

広島県(n=8,222)

尾道市(n=363)

広島県(n=7,061)

国(n=2,715)

頼れる人がいる いない そのことでは人に頼らない 無回答

小学

5年生

保護者

中学

2年生

保護者

＜ｃ いざという時のお金の援助＞ 

【いざという時のお金の援助を頼れる人の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

いざという時のお金の援助を頼れる人の有無について、「頼れる人がいる」と回答した割合が

全体で 67.2％、小学５年生保護者で 64.2％、中学２年生保護者で 71.1％、「いない」と回答し

た割合が全体で 12.7％、小学５年生保護者で 13.1％、中学２年生保護者で 12.1％となってい

る。 

 

【いざという時のお金の援助を頼れる人の有無（広島県・国との比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県・国と比較すると、小学５年生保護者では、「頼れる人がいる」と回答した割合は、

尾道市（64.2％）が広島県（69.6％）を 5.4ポイント下回っている。 

中学２年生保護者では、大きな差はみられない。 
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96.9 

1.6 

1.1 

0.9 

0.2 

0.2 

1.3 

1.8 

97.3 

0.7 

1.0 

0.3 

0.0 

0.0 

1.4 

1.7 

96.5 

2.7 

1.2 

1.6 

0.4 

0.4 

1.2 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族

友人・知人

相談・支援機関や福祉の人

職場の人

近所の人

民生委員・児童委員

その他

無回答

全体(n=552)

小学5年生保護者(n=294)

中学2年生保護者(n=258)

【いざという時のお金の援助を頼れる人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いざという時のお金の援助を頼れる人について、「家族・親族」と回答した割合が全体で

96.9％、小学５年生保護者で 97.3％、中学２年生保護者で 96.5％と最も高くなっている。 
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８ 保護者の心理的な状態 

 

 

 

【心理的な状態】 

（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（小学５年生保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中学２年生保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 24 次のａ～ｆの質問について、この１か月間のあなたの気持ちはどのようでしたか。 

（ａ～ｆそれぞれについて、あてはまるもの１つに○） 

2.7 

1.1 

0.7 

1.9 

5.0 

2.4 

7.8 

1.9 

3.8 

4.5 

7.4 

2.7 

21.4 

11.6 

17.4 

21.9 

25.2 

12.3 

21.9 

13.2 

24.6 

22.3 

30.5 

16.9 

44.2 

70.2 

51.5 

47.4 

30.2 

63.7 

1.9 

2.1 

1.9 

1.9 

1.7 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

神経過敏に感じた

絶望的だと感じた

そわそわ、落ち着かなく感じた

気分が沈み込んで、何が起こっても

気が晴れないように感じた

何をするのも面倒だと感じた

自分は価値のない人間だと感じた

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答

n=821

3.1 

1.5 

0.9 

2.0 

5.7 

2.0 

7.2 

2.0 

3.9 

4.8 

7.2 

3.1 

21.2 

11.1 

17.2 

22.9 

26.0 

12.0 

24.7 

12.9 

23.8 

21.8 

29.5 

19.0 

41.3 

69.9 

51.7 

46.1 

29.5 

61.6 

2.6 

2.6 

2.4 

2.4 

2.2 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

神経過敏に感じた

絶望的だと感じた

そわそわ、落ち着かなく感じた

気分が沈み込んで、何が起こっても

気が晴れないように感じた

何をするのも面倒だと感じた

自分は価値のない人間だと感じた

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答

n=458

2.2 

0.6 

0.6 

1.9 

4.1 

3.0 

8.5 

1.9 

3.6 

4.1 

7.7 

2.2 

21.8 

12.1 

17.6 

20.7 

24.2 

12.7 

18.5 

13.5 

25.6 

22.9 

31.7 

14.3 

47.9 

70.5 

51.2 

49.0 

31.1 

66.4 

1.1 

1.4 

1.4 

1.4 

1.1 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

神経過敏に感じた

絶望的だと感じた

そわそわ、落ち着かなく感じた

気分が沈み込んで、何が起こっても

気が晴れないように感じた

何をするのも面倒だと感じた

自分は価値のない人間だと感じた

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答

n=363
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55.1 

53.9 

56.5 

23.3 

25.1 

20.9 

11.0 

10.5 

11.6 

8.2 

7.6 

8.8 

2.6 

2.8 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=821)

小学5年生保護者

(n=458)

中学2年生保護者

(n=363)

0～4点 5～9点 10～12点 13点以上 無回答

53.9 

56.3 

56.5 

57.0 

53.8 

25.1 

24.0 

20.9 

22.1 

25.3 

10.5 

8.9 

11.6 

8.7 

9.7 

7.6 

8.5 

8.8 

9.6 

9.2 

2.8 

2.3 

2.2 

2.6 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

尾道市(n=458)

広島県(n=8,222)

尾道市(n=363)

広島県(n=7,061)

国(n=2,715)

0～4点 5～9点 10～12点 13点以上 無回答

小学

5年生

保護者

中学

2年生

保護者

保護者の心理的な状態に関して、「Ｋ６」と呼ばれる指標を把握するための６項目を設定し、

５段階（まったくない：０点、少しだけ：１点、ときどき：２点、たいてい：３点、いつも：

４点）で点数化した。 

 

 

 

 

 

 

 

【心理的苦痛を感じている状態】 

 

 

 

 

 

 

心理的苦痛を感じている状態について、「13点以上」に該当する割合が全体で 8.2％、小学５

年生保護者で 7.6％、中学２年生保護者で 8.8％となっている。 

 

【心理的苦痛を感じている状態（広島県・国との比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県・国と比較すると、小学５年生保護者、中学２年生保護者ともに、大きな差はみられ

ない。 

 

 

 

  

ａ．神経過敏に感じた 

ｂ．絶望的だと感じた 

ｃ．そわそわ、落ち着かなく感じた 

ｄ．気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れないように感じた 

ｅ．何をするのも面倒だと感じた 

ｆ．自分は価値のない人間だと感じた 
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62.2 

54.2 

40.0 

22.2 

23.5 

30.0 

8.4 

13.0 

14.0 

6.3 

7.7 

14.0 

0.9 

1.5 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=347)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=323)

中央値の2分の1未満

(n=100)

0～4点 5～9点 10～12点 13点以上 無回答

57.1 

43.4 

41.9 

23.1 

23.6 

22.6 

10.5 

14.2 

16.1 

7.5 

13.2 

14.0 

1.8 

5.7 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=707)

ひとり親世帯：全体(n=106)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=93)

0～4点 5～9点 10～12点 13点以上 無回答

【心理的苦痛を感じている状態（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、「13 点以上」に該当する割合は、「中央値以上」で 6.3％、

「中央値の２分の１以上中央値未満」で 7.7％、「中央値の２分の１未満」で 14.0％となってい

る。 

【心理的苦痛を感じている状態（世帯構成別）】 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、「13点以上」に該当する割合は、「ふたり親世帯」で 7.5％、「ひとり親

世帯」で 13.2％、「母子世帯のみ」で 14.0％となっている。 
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９ 生活における満足度 

 

 

 

 

【生活における満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

生活における満足度について、「８～10」と回答した割合が全体で 33.1％、小学５年生保護

者で 33.0％、中学２年生保護者で 33.3％、「０～２」と回答した割合が全体で 7.1％、小学５

年生保護者で 6.8％、中学２年生保護者で 7.4％となっている。 

また、平均は全体で 6.2、小学５年生保護者で 6.2、中学２年生保護者で 6.2となっている。 

 

【生活における満足度（広島県との比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

広島県と比較すると、小学５年生保護者、中学２年生保護者ともに、大きな差はみられない。 

 

  

問 25 全体として、あなたは最近の生活に、どのくらい満足していますか。「０」（まったく満

足していない）から「10」（十分に満足している）の数字で答えてください。 

（あてはまるもの１つに○） 

「0」(まったく満足していない)から「10」(十分に満足している)の数字で答えてください。 

33.0 

37.5 

33.3 

36.0 

24.9 

24.1 

20.7 

22.6 

16.2 

16.1 

17.9 

15.5 

14.4 

13.9 

14.6 

14.1 

6.8 

6.0 

7.4 

7.3 

4.8 

2.4 

6.1 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

尾道市(n=458)

広島県(n=8,222)

尾道市(n=363)

広島県(n=7,061)

8～10 6～7 5 3～4 0～2 無回答

小学

5年生

保護者

中学

2年生

保護者

33.1 

33.0 

33.3 

23.0 

24.9 

20.7 

16.9 

16.2 

17.9 

14.5 

14.4 

14.6 

7.1 

6.8 

7.4 

5.4 

4.8 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=821)

小学5年生保護者

(n=458)

中学2年生保護者

(n=363)

8～10 6～7 5 3～4 0～2 無回答
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【生活における満足度（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、『６以上（「６～７」と「８～10」を合わせた割合）』は、「中

央値以上」では 67.1％、「中央値の２分の１以上中央値未満」では 52.3％、「中央値の２分の１

未満」では 37.0％となっている。 

 

【生活における満足度（世帯構成別）】 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、『６以上』は、「ふたり親世帯」で 59.1％、「ひとり親世帯」で 35.8％、

「母子世帯のみ」で 37.7％となっている。  

43.2 

28.2 

18.0 

23.9 

24.1 

19.0 

14.7 

20.1 

16.0 

11.2 

14.2 

24.0 

2.0 

8.7 

17.0 

4.9 

4.6 

6.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=347)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=323)

中央値の2分の1未満

(n=100)

8～10 6～7 5 3～4 0～2 無回答

34.8 

22.6 

23.7 

24.3 

13.2 

14.0 

16.8 

17.9 

16.1 

13.6 

21.7 

20.4 

5.2 

19.8 

20.4 

5.2 

4.7 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=707)

ひとり親世帯：全体(n=106)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=93)

8～10 6～7 5 3～4 0～2 無回答
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10 新型コロナウイルス感染症の拡大前と拡大後の変化 

 

 

 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響】 

（全体） 

①コロナ禍前とコロナ拡大期の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響について、コロナ禍前とコロナ拡大期を比

較すると、全体では、「増えた」と回答した割合は、「生活に必要な支出の変化」で 50.9％、「あ

なた自身がイライラや不安を感じたり、気分が沈むこと」で 35.2％、「減った」と回答した割

合は、「世帯全体の収入の変化」で 25.5％となっている。 

 

②コロナ拡大期と現在の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 26 あなたのご家庭の生活は、新型コロナウイルス感染症の拡大する前（2019年以前）と新

型コロナウイルス感染症の拡大していた期間（2020 年から 2022 年）では、どのように

変わりましたか。 

問 27 あなたのご家庭の生活は、新型コロナウイルス感染症が拡大していた期間（2020年から

2022年）と現在を比べて、どのように変わりましたか。 

（ａ～ｆそれぞれについて、あてはまるもの１つに○） 

 

6.0 

50.9 

13.5 

19.6 

15.5 

35.2 

25.5 

5.2 

1.7 

3.7 

2.6 

1.2 

63.8 

39.1 

79.7 

71.9 

77.2 

58.7 

4.8 

4.8 

5.1 

4.9 

4.8 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

世帯全体の収入の変化

生活に必要な支出の変化

お金が足りなくて、必要な

食料や衣服を買えないこと

お子さんと話をすること

家庭内で言い争ったり、

もめごとが起こること

あなた自身が    や不安を

感じたり、気分が沈むこと

増えた 減った 変わらない 無回答

n=821

9.0 

49.2 

10.6 

13.8 

11.0 

22.8 

17.9 

2.4 

1.7 

3.3 

4.9 

5.4 

67.8 

43.0 

82.2 

77.7 

79.2 

66.6 

5.2 

5.4 

5.5 

5.2 

5.0 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

世帯全体の収入の変化

生活に必要な支出の変化

お金が足りなくて、必要な

食料や衣服を買えないこと

お子さんと話をすること

家庭内で言い争ったり、

もめごとが起こること

あなた自身が    や不安を

感じたり、気分が沈むこと

増えた 減った 変わらない 無回答

n=821



46 

コロナ拡大期と現在を比較すると、全体では、「増えた」と回答した割合は、「生活に必要な

支出の変化」で 49.2％、「あなた自身がイライラや不安を感じたり、気分が沈むこと」で 22.8％、

「減った」と回答した割合は、「世帯全体の収入の変化」で 17.9％となっている。 

 

 

（小学５年生保護者） 

①コロナ禍前とコロナ拡大期の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍前とコロナ拡大期を比較すると、小学５年生保護者では、「増えた」と回答した割合

は、「生活に必要な支出の変化」で 49.6％、「あなた自身がイライラや不安を感じたり、気分が

沈むこと」で 35.6％、「減った」と回答した割合は、「世帯全体の収入の変化」で 26.2％となっ

ている。 

 

②コロナ拡大期と現在の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ拡大期と現在を比較すると、小学５年生保護者では、「増えた」と回答した割合は、「生

活に必要な支出の変化」で 48.0％、「あなた自身がイライラや不安を感じたり、気分が沈むこ

と」で 21.8％、「減った」と回答した割合は、「世帯全体の収入の変化」で 18.1％となってい

る。 

  

5.7 

49.6 

14.4 

21.0 

16.2 

35.6 

26.2 

5.0 

2.0 

3.3 

3.1 

1.7 

64.0 

41.3 

79.5 

71.8 

76.6 

58.3 

4.1 

4.1 

4.1 

3.9 

4.1 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

世帯全体の収入の変化

生活に必要な支出の変化

お金が足りなくて、必要な

食料や衣服を買えないこと

お子さんと話をすること

家庭内で言い争ったり、

もめごとが起こること

あなた自身が    や不安を

感じたり、気分が沈むこと

増えた 減った 変わらない 無回答

n=458

9.2 

48.0 

10.7 

12.9 

11.4 

21.8 

18.1 

2.4 

2.2 

3.5 

6.1 

7.2 

68.1 

44.3 

82.1 

78.8 

77.9 

66.2 

4.6 

5.2 

5.0 

4.8 

4.6 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

世帯全体の収入の変化

生活に必要な支出の変化

お金が足りなくて、必要な

食料や衣服を買えないこと

お子さんと話をすること

家庭内で言い争ったり、

もめごとが起こること

あなた自身が    や不安を

感じたり、気分が沈むこと

増えた 減った 変わらない 無回答

n=458
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（中学２年生保護者） 

①コロナ禍前とコロナ拡大期の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍前とコロナ拡大期を比較すると、中学２年生保護者では、「増えた」と回答した割合

は、「生活に必要な支出の変化」で 52.6％、「あなた自身がイライラや不安を感じたり、気分が

沈むこと」で 34.7％、「減った」と回答した割合は、「世帯全体の収入の変化」で 24.5％となっ

ている。 

 

②コロナ拡大期と現在の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ拡大期と現在を比較すると、中学２年生保護者では、「増えた」と回答した割合は、「生

活に必要な支出の変化」で 50.7％、「あなた自身がイライラや不安を感じたり、気分が沈むこ

と」で 24.0％、「減った」と回答した割合は、「世帯全体の収入の変化」で 17.6％となってい

る。 

  

6.3 

52.6 

12.4 

17.9 

14.6 

34.7 

24.5 

5.5 

1.4 

4.1 

1.9 

0.6 

63.6 

36.4 

79.9 

71.9 

78.0 

59.2 

5.5 

5.5 

6.3 

6.1 

5.5 

5.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

世帯全体の収入の変化

生活に必要な支出の変化

お金が足りなくて、必要な

食料や衣服を買えないこと

お子さんと話をすること

家庭内で言い争ったり、

もめごとが起こること

あなた自身が    や不安を

感じたり、気分が沈むこと

増えた 減った 変わらない 無回答

n=363

8.8 

50.7 

10.5 

14.9 

10.5 

24.0 

17.6 

2.5 

1.1 

3.0 

3.3 

3.0 

67.5 

41.3 

82.4 

76.3 

80.7 

67.2 

6.1 

5.5 

6.1 

5.8 

5.5 

5.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

世帯全体の収入の変化

生活に必要な支出の変化

お金が足りなくて、必要な

食料や衣服を買えないこと

お子さんと話をすること

家庭内で言い争ったり、

もめごとが起こること

あなた自身が    や不安を

感じたり、気分が沈むこと

増えた 減った 変わらない 無回答

n=363
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11 支援制度の利用状況 

 

 

 

 

 

＜ａ 就学援助＞ 

【就学援助の利用状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就学援助の利用状況について、「現在利用している」と回答した割合が全体で 14.3％、小学

５年生保護者で 16.2％、中学２年生保護者で 11.8％となっている。 

 

  

問 28 あなたのご家庭では、以下の支援制度をこれまでに利用したことがありますか。 

（ａ～ｅそれぞれについて、あてはまるもの１つに○） 

また、「３ 利用したことがない」場合、その理由は何ですか。 

（あてはまるもの１つに○） 

14.3 

16.2 

11.8 

4.8 

4.6 

5.0 

77.8 

77.1 

78.8 

3.2 

2.2 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=821)

小学5年生保護者

(n=458)

中学2年生保護者

(n=363)

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答
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7.8 

57.5 

60.2 

4.5 

6.6 

7.5 

85.3 

29.2 

25.8 

2.4 

6.6 

6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=707)

ひとり親世帯：全体(n=106)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=93)

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答

0.6 

15.2 

58.0 

3.2 

6.2 

8.0 

94.2 

75.9 

29.0 

2.0 

2.8 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=347)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=323)

中央値の2分の1未満

(n=100)

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答

【就学援助の利用状況（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、「現在利用している」と回答した割合は、「中央値以上」で

0.6％、「中央値の２分の１以上中央値未満」で 15.2％、「中央値の２分の１未満」で 58.0％と

なっている。 

 

【就学援助の利用状況（世帯構成別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、「現在利用している」と回答した割合は、「ふたり親世帯」で 7.8％、

「ひとり親世帯」で 57.5％、「母子世帯のみ」で 60.2％となっている。 
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【就学援助を利用したことがない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就学援助を利用したことがない理由について、「制度の対象外（収入等の条件を満たさない）

だと思うから」と回答した割合が全体で 87.6％、小学５年生保護者で 87.0％、中学２年生保護

者で 88.5％となっている。 

 

  

87.6 

87.0 

88.5 

1.4 

1.1 

1.7 

0.2 

0.0 

0.3 

0.5 

0.6 

0.3 

2.3 

3.1 

1.4 

8.0 

8.2 

7.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=639)

小学5年生保護者

(n=353)

中学2年生保護者

(n=286)

制度の対象外（収入等の条件を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかったり、利用しにくいから

それ以外の理由

無回答
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0.3 

0.0 

4.0 

0.0 

0.9 

3.0 

97.1 

91.6 

72.0 

2.6 

7.4 

21.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=347)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=323)

中央値の2分の1未満

(n=100)

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答

0.0 

4.7 

5.4 

0.6 

1.9 

2.2 

93.8 

76.4 

76.3 

5.7 

17.0 

16.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=707)

ひとり親世帯：全体(n=106)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=93)

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答

＜ｂ 生活保護＞ 

【生活保護の利用状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活保護の利用状況について、「現在利用している」と回答した割合が全体で 0.6％、小学５

年生保護者で 0.7％、中学２年生保護者で 0.6％となっている。 

 

【生活保護の利用状況（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、「現在利用している」と回答した割合は、「中央値以上」で

0.3％、「中央値の２分の１以上中央値未満」で 0.0％、「中央値の２分の１未満」で 4.0％とな

っている。 

 

【生活保護の利用状況（世帯構成別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、「現在利用している」と回答した割合は、「ふたり親世帯」で 0.0％、

「ひとり親世帯」で 4.7％、「母子世帯のみ」で 5.4％となっている。  

0.6 

0.7 

0.6 

0.7 

0.7 

0.8 

91.2 

91.3 

91.2 

7.4 

7.4 

7.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=821)

小学5年生保護者

(n=458)

中学2年生保護者

(n=363)

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答
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【生活保護を利用したことがない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活保護を利用したことがない理由について、「制度の対象外（収入等の条件を満たさない）

だと思うから」と回答した割合が全体で 87.9％、小学５年生保護者で 87.1％、中学２年生保護

者で 88.8％となっている。 

 

  

87.9 

87.1 

88.8 

1.5 

1.0 

2.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.3 

2.9 

1.5 

8.4 

9.1 

7.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=749)

小学5年生保護者

(n=418)

中学2年生保護者

(n=331)

制度の対象外（収入等の条件を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかったり、利用しにくいから

それ以外の理由

無回答
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＜ｃ 生活困窮者の自立支援相談窓口＞ 

【生活困窮者の自立支援相談窓口の利用状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活困窮者の自立支援相談窓口の利用状況について、「現在利用していないが、以前利用した

ことがある」と回答した割合が全体で 0.6％、小学５年生保護者で 1.1％、中学２年生保護者で

0.0％となっている。 

 

 

 

 

 

  

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

1.1 

0.0 

91.7 

91.0 

92.6 

7.7 

7.9 

7.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=821)

小学5年生保護者

(n=458)

中学2年生保護者

(n=363)

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答
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0.0 

0.0 

0.0 

0.3 

2.8 

2.2 

93.9 

79.2 

80.6 

5.8 

17.9 

17.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=707)

ひとり親世帯：全体(n=106)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=93)

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答

【生活困窮者の自立支援相談窓口の利用状況（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、「現在利用していないが、以前利用したことがある」と回答

した割合は、「中央値以上」で 0.0％、「中央値の２分の１以上中央値未満」で 0.6％、「中央値

の２分の１未満」で 3.0％となっている。 

 

【生活困窮者の自立支援相談窓口の利用状況（世帯構成別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、「現在利用していないが、以前利用したことがある」と回答した割合

は、「ふたり親世帯」で 0.3％、「ひとり親世帯」で 2.8％、「母子世帯のみ」で 2.2％となって

いる。 

 

 

 

  

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

3.0 

97.4 

91.6 

75.0 

2.6 

7.7 

22.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=347)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=323)

中央値の2分の1未満

(n=100)

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答
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【生活困窮者の自立支援相談窓口を利用したことがない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活困窮者の自立支援相談窓口を利用したことがない理由について、「制度の対象外（収入等

の条件を満たさない）だと思うから」と回答した割合が全体で 85.0％、小学５年生保護者で

84.7％、中学２年生保護者で 85.4％となっている。 

 

 

  

85.0 

84.7 

85.4 

2.0 

1.7 

2.4 

0.5 

0.5 

0.6 

0.7 

0.2 

1.2 

3.5 

4.1 

2.7 

8.4 

8.9 

7.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=753)

小学5年生保護者

(n=417)

中学2年生保護者

(n=336)

制度の対象外（収入等の条件を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかったり、利用しにくいから

それ以外の理由

無回答
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2.9 

9.3 

45.0 

2.0 

2.8 

2.0 

93.1 

83.3 

41.0 

2.0 

4.6 

12.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=347)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=323)

中央値の2分の1未満

(n=100)

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答

3.5 

59.4 

61.3 

1.4 

7.5 

8.6 

90.2 

28.3 

25.8 

4.8 

4.7 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=707)

ひとり親世帯：全体(n=106)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=93)

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答

＜ｄ 児童扶養手当＞ 

【児童扶養手当の利用状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童扶養手当の利用状況について、「現在利用している」と回答した割合が全体で 10.8％、

小学５年生保護者で 12.2％、中学２年生保護者で 9.1％となっている。 

 

【児童扶養手当の利用状況（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、「現在利用している」と回答した割合は、「中央値以上」で

2.9％、「中央値の２分の１以上中央値未満」で 9.3％、「中央値の２分の１未満」で 45.0％とな

っている。 

 

【児童扶養手当の利用状況（世帯構成別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、「現在利用している」と回答した割合は、「ふたり親世帯」で 3.5％、

「ひとり親世帯」で 59.4％、「母子世帯のみ」で 61.3％となっている。  

10.8 

12.2 

9.1 

2.2 

2.8 

1.4 

82.0 

80.6 

83.7 

5.0 

4.4 

5.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=821)

小学5年生保護者

(n=458)

中学2年生保護者

(n=363)

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答
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87.1 

87.3 

86.8 

0.9 

0.5 

1.3 

0.1 

0.0 

0.3 

0.1 

0.0 

0.3 

3.1 

3.8 

2.3 

8.6 

8.4 

8.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=673)

小学5年生保護者

(n=369)

中学2年生保護者

(n=304)

制度の対象外（収入等の条件を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかったり、利用しにくいから

それ以外の理由

無回答

【児童扶養手当を利用したことがない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童扶養手当を利用したことがない理由について、「制度の対象外（収入等の条件を満たさな

い）だと思うから」と回答した割合が全体で 87.1％、小学５年生保護者で 87.3％、中学２年生

保護者で 86.8％となっている。 
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0.3 

0.0 

2.0 

0.3 

0.0 

3.0 

96.8 

91.6 

70.0 

2.6 

8.4 

25.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=347)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=323)

中央値の2分の1未満

(n=100)

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答

0.0 

2.8 

2.2 

0.3 

2.8 

3.2 

93.8 

72.6 

75.3 

5.9 

21.7 

19.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=707)

ひとり親世帯：全体(n=106)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=93)

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答

＜ｅ 母子家庭等就業・自立支援センター＞ 

【母子家庭等就業・自立支援センターの利用状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母子家庭等就業・自立支援センターの利用状況について、「現在利用している」と回答した割

合が全体で 0.4％、小学５年生保護者で 0.4％、中学２年生保護者で 0.3％となっている。 

 

【母子家庭等就業・自立支援センターの利用状況（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、「現在利用している」と回答した割合は、「中央値以上」で

0.3％、「中央値の２分の１以上中央値未満」で 0.0％、「中央値の２分の１未満」で 2.0％とな

っている。 

 

【母子家庭等就業・自立支援センターの利用状況（世帯構成別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、「現在利用している」と回答した割合は、「ふたり親世帯」で 0.0％、

「ひとり親世帯」で 2.8％、「母子世帯のみ」で 2.2％となっている。  

0.4 

0.4 

0.3 

0.6 

0.9 

0.3 

90.7 

90.2 

91.5 

8.3 

8.5 

8.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=821)

小学5年生保護者

(n=458)

中学2年生保護者

(n=363)

現在利用している

現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない

無回答
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【母子家庭等就業・自立支援センターを利用したことがない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母子家庭等就業・自立支援センターを利用したことがない理由について、「制度の対象外（収

入等の条件を満たさない）だと思うから」と回答した割合が全体で 82.6％、小学５年生保護者

で 82.8％、中学２年生保護者で 82.2％となっている。 

 

  

82.6 

82.8 

82.2 

3.9 

3.1 

4.8 

0.8 

0.5 

1.2 

0.4 

0.2 

0.6 

4.2 

4.4 

3.9 

8.2 

9.0 

7.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=745)

小学5年生保護者

(n=413)

中学2年生保護者

(n=332)

制度の対象外（収入等の条件を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかったり、利用しにくいから

それ以外の理由

無回答
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12 子供に関する取組で力を入れてほしいこと 

 

 

 

【子供に関する取組で力を入れてほしいこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供に関する取組で力を入れてほしいことについて、「小学校・中学校・高校で、将来社会で

活躍するために必要な力をつける」と回答した割合が全体で 63.0％、小学５年生保護者で

64.2％、中学２年生保護者で 61.4％と最も高く、次いで「子育てと仕事を両立しやすい職場環

境の整備」と回答した割合が全体で 44.0％、小学５年生保護者で 45.4％、中学２年生保護者で

42.1％となっている。 

 

 

  

問 29 あなたは、広島県の子供に関する取組で、特に力を入れてほしいと思うことはなんです

か。（あてはまるもの上位３つまでに○） 

63.0 

44.0 

27.6 

27.5 

19.1 

15.5 

14.9 

14.7 

11.1 

6.3 

7.1 

1.8 

64.2 

45.4 

30.3 

29.3 

17.5 

13.1 

15.7 

15.3 

10.0 

5.9 

6.3 

1.5 

61.4 

42.1 

24.2 

25.3 

21.2 

18.5 

13.8 

14.0 

12.4 

6.9 

8.0 

2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

小学校・中学校・高校で、将来社会で活躍するために

必要な力をつける

子育てと仕事を両立しやすい職場環境の整備

家庭や学校以外で子どもたちが安心して

過ごせる場所の充実

子供と子育てにやさしい生活環境の整備と安全の確保

障害のある子供やその家族への支援

児童虐待（体罰や暴言、育児放棄等）の防止

0才から小学校に入るまでの子供の

教育や保育内容の充実

妊娠期からの子育て家庭への支援の充実

ひとり親の子供やその家族への支援

家族と暮らすことのできない子供への支援

わからない

無回答

全体(n=821)

小学5年生保護者(n=458)

中学2年生保護者(n=363)
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66.0 

45.5 

28.8 

27.1 

21.6 

15.9 

15.9 

14.7 

7.5 

7.5 

6.6 

1.4 

63.2 

45.2 

24.8 

30.0 

18.0 

16.7 

14.2 

14.9 

9.0 

5.3 

6.5 

1.2 

58.0 

34.0 

29.0 

25.0 

19.0 

15.0 

16.0 

13.0 

31.0 

8.0 

9.0 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

小学校・中学校・高校で、将来社会で活躍するために

必要な力をつける

子育てと仕事を両立しやすい職場環境の整備

家庭や学校以外で子どもたちが安心して

過ごせる場所の充実

子供と子育てにやさしい生活環境の整備と安全の確保

障害のある子供やその家族への支援

児童虐待（体罰や暴言、育児放棄等）の防止

0才から小学校に入るまでの子供の

教育や保育内容の充実

妊娠期からの子育て家庭への支援の充実

ひとり親の子供やその家族への支援

家族と暮らすことのできない子供への支援

わからない

無回答

中央値以上(n=347)

中央値の2分の1以上中央値未満(n=323)

中央値の2分の1未満(n=100)

【子供に関する取組で力を入れてほしいこと（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、「小学校・中学校・高校で、将来社会で活躍するために必要

な力をつける」と回答した割合は、「中央値以上」で 66.0％、「中央値の２分の１以上中央値未

満」で 63.2％、「中央値の２分の１未満」で 58.0％となっている。 

また、「子育てと仕事を両立しやすい職場環境の整備」と回答した割合は、「中央値以上」で

45.5％、「中央値の２分の１以上中央値未満」で 45.2％、「中央値の２分の１未満」で 34.0％と

なっている。 
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64.6 

45.5 

27.7 

28.1 

19.5 

14.9 

15.4 

16.1 

5.5 

6.8 

6.6 

1.6 

52.8 

34.9 

29.2 

25.5 

17.9 

18.9 

10.4 

5.7 

48.1 

3.8 

9.4 

1.9 

52.7 

36.6 

30.1 

25.8 

18.3 

20.4 

9.7 

4.3 

48.4 

3.2 

7.5 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

小学校・中学校・高校で、将来社会で活躍するために

必要な力をつける

子育てと仕事を両立しやすい職場環境の整備

家庭や学校以外で子どもたちが安心して

過ごせる場所の充実

子供と子育てにやさしい生活環境の整備と安全の確保

障害のある子供やその家族への支援

児童虐待（体罰や暴言、育児放棄等）の防止

0才から小学校に入るまでの子供の

教育や保育内容の充実

妊娠期からの子育て家庭への支援の充実

ひとり親の子供やその家族への支援

家族と暮らすことのできない子供への支援

わからない

無回答

ふたり親世帯(n=707)

ひとり親世帯：全体(n=106)

ひとり親世帯：母子世帯のみ(n=93)

【子供に関する取組で力を入れてほしいこと（世帯構成別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、「小学校・中学校・高校で、将来社会で活躍するために必要な力をつけ

る」と回答した割合は、「ふたり親世帯」で 64.6％、「ひとり親世帯」で 52.8％、「母子世帯の

み」で 52.7％となっている。 

また、「子育てと仕事を両立しやすい職場環境の整備」と回答した割合は、「ふたり親世帯」

で 45.5％、「ひとり親世帯」で 34.9％、「母子世帯のみ」で 36.6％となっている。 
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Ⅲ 子供票調査結果 

１ 属性 

(1) 性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答数 男 女
その他・答

えたくない
無回答

全体 812 404 394 10 4

100.0% 49.8% 48.5% 1.2% 0.5% 

小学5年生 457 226 227 2 2

100.0% 49.5% 49.7% 0.4% 0.4% 

中学2年生 355 178 167 8 2

100.0% 50.1% 47.0% 2.3% 0.6% 
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２ 学習状況 

(1) 授業以外での勉強状況 

 

 

 

【授業以外での勉強状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業以外での勉強状況について、「自分で勉強する」と回答した割合が全体で 73.3％、小学

５年生で 71.1％、中学２年生で 76.1％と最も高く、「塾で勉強する」と回答した割合が全体で

38.5％、小学５年生で 27.1％、中学２年生で 53.2％、「家の人に教えてもらう」と回答した割

合が全体で 37.2％、小学５年生で 47.9％、中学２年生で 47.9％となっている。 

  

問２ あなたは、ふだん学校の授業以外で、どのように勉強をしていますか。 

※勉強には学校の宿題もふくみます。（あてはまるものすべてに○） 

73.3 

38.5 

37.2 

24.9 

3.2 

1.1 

0.6 

6.0 

3.8 

0.2 

71.1 

27.1 

47.9 

24.1 

3.1 

0.9 

0.7 

7.4 

3.9 

0.2 

76.1 

53.2 

23.4 

25.9 

3.4 

1.4 

0.6 

4.2 

3.7 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自分で勉強する

塾で勉強する

家の人に教えてもらう

友達と勉強する

学校の補習を受ける

家庭教師に教えてもらう

地域の人などが行う無料の勉強会に参加する

その他

学校の授業以外で勉強はしない

無回答

全体(n=812)

小学5年生(n=457)

中学2年生(n=355)
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72.9 

34.0 

46.8 

25.0 

2.7 

1.1 

1.1 

7.4 

3.2 

0.5 

73.6 

21.3 

50.6 

24.7 

2.3 

0.6 

0.0 

6.3 

4.6 

0.0 

60.3 

24.1 

55.2 

27.6 

5.2 

1.7 

1.7 

10.3 

5.2 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自分で勉強する

塾で勉強する

家の人に教えてもらう

友達と勉強する

学校の補習を受ける

家庭教師に教えてもらう

地域の人などが行う無料の勉強会に参加する

その他

学校の授業以外で勉強はしない

無回答

中央値以上(n=188)

中央値の2分の1以上中央値未満(n=174)

中央値の2分の1未満(n=58)

【授業以外での勉強状況（等価世帯収入の水準別）】 

（小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、小学５年生では、「家の人に教えてもらう」と回答した割合

は、「中央値以上」で 46.8％、「中央値の２分の１以上中央値未満」で 50.6％、「中央値の２分

の１未満」で 55.2％となっている。 
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（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、中学２年生では、「塾で勉強する」と回答した割合は、「中

央値以上」で 57.6％、「中央値の２分の１以上中央値未満」で 53.3％、「中央値の２分の１未

満」で 23.7％となっている。 

 

 

 

  

77.5 

57.6 

25.2 

25.2 

4.0 

0.7 

0.0 

2.0 

2.0 

0.0 

74.5 

53.3 

24.1 

29.2 

2.2 

2.9 

1.5 

7.3 

3.6 

0.7 

76.3 

23.7 

13.2 

21.1 

5.3 

0.0 

0.0 

2.6 

7.9 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自分で勉強する

塾で勉強する

家の人に教えてもらう

友達と勉強する

学校の補習を受ける

家庭教師に教えてもらう

地域の人などが行う無料の勉強会に参加する

その他

学校の授業以外で勉強はしない

無回答

中央値以上(n=151)

中央値の2分の1以上中央値未満(n=137)

中央値の2分の1未満(n=38)



67 

【授業以外での勉強状況（世帯構成別）】 

（小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、「塾で勉強する」と回答した割合は、小学５年生、中学２年生ともに、

ひとり親世帯で低くなっている。  

72.4 

27.9 

49.0 

24.5 

1.8 

0.8 

0.3 

7.3 

3.4 

0.3 

69.5 

22.0 

45.8 

23.7 

8.5 

1.7 

3.4 

6.8 

6.8 

0.0 

68.0 

22.0 

46.0 

24.0 

6.0 

2.0 

0.0 

8.0 

6.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自分で勉強する

塾で勉強する

家の人に教えてもらう

友達と勉強する

学校の補習を受ける

家庭教師に教えてもらう

地域の人などが行う無料の勉強会に参加する

その他

学校の授業以外で勉強はしない

無回答

ふたり親世帯(n=384)

ひとり親世帯：全体(n=59)

ひとり親世帯：母子世帯のみ(n=50)

77.6 

55.8 

25.7 

26.7 

2.6 

1.7 

0.3 

4.0 

2.6 

0.3 

69.8 

34.9 

11.6 

20.9 

7.0 

0.0 

2.3 

4.7 

7.0 

0.0 

74.4 

33.3 

12.8 

20.5 

7.7 

0.0 

2.6 

5.1 

5.1 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自分で勉強する

塾で勉強する

家の人に教えてもらう

友達と勉強する

学校の補習を受ける

家庭教師に教えてもらう

地域の人などが行う無料の勉強会に参加する

その他

学校の授業以外で勉強はしない

無回答

ふたり親世帯(n=303)

ひとり親世帯：全体(n=43)

ひとり親世帯：母子世帯のみ(n=39)
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【授業以外の１日あたりの勉強時間】 

（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業以外の１日あたりの勉強時間について、『１時間以上』と回答した割合は、「学校がある

日（月～金曜日）」が全体で 44.8％、小学５年生で 43.3％、中学２年生で 46.8％、「学校がな

い日（土・日曜日・祝日）」が全体で 31.3％、小学５年生で 25.6％、中学２年生で 38.5％とな

っている。 

 

  

問３ あなたは、ふだん学校の授業以外に、１日あたりどれくらいの時間勉強をしますか。 

※学校の宿題をする時間や、塾などでの勉強時間もふくみます。 

（ａ、ｂそれぞれについて、あてはまるもの１つに○） 

 

4.4 

15.5 

17.5 

24.4 

33.0 

26.4 

30.4 

17.4 

11.1 

9.2 

3.3 

4.7 

0.2 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校がある日

（月～金曜日）

学校がない日

（土・日曜日・祝日）

まったくしない 30分より少ない

30分以上、1時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない

2時間以上、3時間より少ない 3時間以上

無回答

n=812

3.5 

17.1 

15.3 

24.9 

37.4 

29.3 

33.3 

15.8 

7.2 

7.4 

2.8 

2.4 

0.4 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校がある日

（月～金曜日）

学校がない日

（土・日曜日・祝日）

まったくしない 30分より少ない

30分以上、1時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない

2時間以上、3時間より少ない 3時間以上

無回答

n=457

5.6 

13.5 

20.3 

23.7 

27.3 

22.5 

26.8 

19.4 

16.1 

11.5 

3.9 

7.6 

0.0 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校がある日

（月～金曜日）

学校がない日

（土・日曜日・祝日）

まったくしない 30分より少ない

30分以上、1時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない

2時間以上、3時間より少ない 3時間以上

無回答

n=355
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3.5 

3.3 

5.6 

8.8 

5.3 

15.3 

14.6 

20.3 

19.7 

15.4 

37.4 

38.8 

27.3 

27.5 

28.5 

33.3 

28.3 

26.8 

27.6 

32.6 

7.2 

7.6 

16.1 

11.8 

12.6 

2.8 

6.7 

3.9 

3.7 

4.8 

0.4 

0.7 

0.0 

0.9 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

尾道市(n=457)

広島県(n=8,273)

尾道市(n=355)

広島県(n=7,164)

国(n=2,715)

まったくしない 30分より少ない

30分以上、1時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない

2時間以上、3時間より少ない 3時間以上

無回答

小学

5年生

中学

2年生

17.1 

17.3 

13.5 

15.2 

12.6 

24.9 

25.3 

23.7 

18.7 

15.3 

29.3 

26.1 

22.5 

21.8 

22.6 

15.8 

15.1 

19.4 

21.0 

23.8 

7.4 

5.9 

11.5 

12.5 

14.5 

2.4 

6.9 

7.6 

7.9 

9.5 

3.1 

3.4 

1.7 

2.8 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

尾道市(n=457)

広島県(n=8,273)

尾道市(n=355)

広島県(n=7,164)

国(n=2,715)

まったくしない 30分より少ない

30分以上、1時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない

2時間以上、3時間より少ない 3時間以上

無回答

小学

5年生

中学

2年生

【授業以外の１日あたりの勉強時間（広島県・国との比較）】 

（学校がある日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県・国と比較すると、小学５年生、中学２年生ともに、大きな差はみられない。 

 

（学校がない日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県・国と比較すると、小学５年生では、大きな差はみられない。 

中学２年生では、『１時間以上』と回答した割合は、尾道市（38.5％）は広島県（41.4％）

と大きな差はみられず、国（47.8％）を 9.3ポイント下回っている。 
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1.6 

4.0 

6.9 

12.2 

20.7 

15.5 

37.8 

31.6 

46.6 

34.6 

34.5 

22.4 

9.6 

5.7 

6.9 

3.7 

2.9 

1.7 

0.5 

0.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=188)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=174)

中央値の2分の1未満

(n=58)

まったくしない 30分より少ない

30分以上、1時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない

2時間以上、3時間より少ない 3時間以上

無回答

4.0 

4.4 

15.8 

18.5 

22.6 

21.1 

25.2 

27.7 

34.2 

25.8 

27.0 

18.4 

22.5 

14.6 

7.9 

4.0 

3.6 

2.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=151)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=137)

中央値の2分の1未満

(n=38)

まったくしない 30分より少ない

30分以上、1時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない

2時間以上、3時間より少ない 3時間以上

無回答

【授業以外の１日あたりの勉強時間（等価世帯収入の水準別）】 

（学校がある日・小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、小学５年生では、『１時間以上』と回答した割合は、「中央

値以上」で 47.9％、「中央値の２分の１以上中央値未満」で 43.1％、「中央値の２分の１未満」

で 31.0％となっている。 

 

（学校がある日・中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、中学２年生では、『１時間以上』と回答した割合は、「中央

値以上」で 52.3％、「中央値の２分の１以上中央値未満」で 45.2％、「中央値の２分の１未満」

で 28.9％となっている。 
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3.1 

5.1 

2.0 

14.6 

20.3 

22.0 

37.8 

32.2 

38.0 

32.8 

39.0 

34.0 

8.1 

3.4 

4.0 

3.1 

0.0 

0.0 

0.5 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=384)

ひとり親世帯：全体(n=59)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=50)

まったくしない 30分より少ない

30分以上、1時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない

2時間以上、3時間より少ない 3時間以上

無回答

3.6 

16.3 

17.9 

20.8 

20.9 

20.5 

26.1 

34.9 

33.3 

27.7 

18.6 

20.5 

17.5 

7.0 

7.7 

4.3 

2.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=303)

ひとり親世帯：全体(n=43)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=39)

まったくしない 30分より少ない

30分以上、1時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない

2時間以上、3時間より少ない 3時間以上

無回答

【授業以外の１日あたりの勉強時間（世帯構成別）】 

（学校がある日・小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、『１時間以上』と回答した割合は、「ふたり親世帯」で 44.0％、「ひと

り親世帯」で 42.4％、「母子世帯のみ」で 38.0％となっている。 

 

（学校がある日・中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、『１時間以上』と回答した割合は、「ふたり親世帯」で 49.5％、「ひと

り親世帯」で 27.9％、「母子世帯のみ」で 28.2％となっている。 
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【授業以外の１日あたりの勉強時間（等価世帯収入の水準別）】 

（学校がない日・小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、小学５年生では、『１時間以上』と回答した割合は、「中央

値以上」で 25.0％、「中央値の２分の１以上中央値未満」で 28.2％、「中央値の２分の１未満」

で 17.2％となっている。 

 

【授業以外の１日あたりの勉強時間（等価世帯収入の水準別）】 

（学校がない日・中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、中学２年生では、『１時間以上』と回答した割合は、「中央

値以上」で 41.0％、「中央値の２分の１以上中央値未満」で 43.8％、「中央値の２分の１未満」

で 15.8％となっている。 

 

 

 

 

  

10.6 

10.9 

34.2 

21.9 

22.6 

34.2 

23.8 

21.9 

15.8 

18.5 

20.4 

15.8 

13.2 

13.9 

0.0 

9.3 

9.5 

0.0 

2.6 

0.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=151)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=137)

中央値の2分の1未満

(n=38)

まったくしない 30分より少ない

30分以上、1時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない

2時間以上、3時間より少ない 3時間以上

無回答

12.2 

20.7 

24.1 

31.4 

18.4 

22.4 

28.7 

29.3 

32.8 

10.1 

22.4 

8.6 

10.1 

5.2 

6.9 

4.8 

0.6 

1.7 

2.7 

3.4 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=188)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=174)

中央値の2分の1未満

(n=58)

まったくしない 30分より少ない

30分以上、1時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない

2時間以上、3時間より少ない 3時間以上

無回答
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【授業以外の１日あたりの勉強時間（世帯構成別）】 

（学校がない日・小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、『１時間以上』と回答した割合は、「ふたり親世帯」で 24.2％、「ひと

り親世帯」で 37.3％、「母子世帯のみ」で 34.0％となっている。 

 

【授業以外の１日あたりの勉強時間（世帯構成別）】 

（学校がない日・中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、『１時間以上』と回答した割合は、「ふたり親世帯」で 39.6％、「ひと

り親世帯」で 34.9％、「母子世帯のみ」で 36.0％となっている。 

 

 

 

 

  

16.1 

20.3 

22.0 

24.7 

23.7 

26.0 

31.3 

18.6 

18.0 

14.6 

25.4 

26.0 

7.3 

10.2 

6.0 

2.3 

1.7 

2.0 

3.6 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=384)

ひとり親世帯：全体(n=59)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=50)

まったくしない 30分より少ない

30分以上、1時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない

2時間以上、3時間より少ない 3時間以上

無回答

12.5 

18.6 

20.5 

22.1 

34.9 

30.8 

24.1 

11.6 

12.8 

18.8 

23.3 

23.1 

12.2 

9.3 

10.3 

8.6 

2.3 

2.6 

1.7 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=303)

ひとり親世帯：全体(n=43)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=39)

まったくしない 30分より少ない

30分以上、1時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない

2時間以上、3時間より少ない 3時間以上

無回答



74 

9.5 

10.5 

8.2 

15.8 

16.8 

14.4 

34.2 

36.1 

31.8 

15.8 

14.7 

17.2 

13.4 

7.7 

20.8 

10.5 

13.3 

6.8 

0.9 

0.9 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=812)

小学5年生(n=457)

中学2年生(n=355)

上のほう やや上のほう まん中あたり やや下のほう

下のほう わからない 無回答

9.9 

8.0 

5.3 

15.9 

10.9 

18.4 

34.4 

31.4 

15.8 

14.6 

17.5 

23.7 

17.9 

26.3 

23.7 

6.0 

5.8 

10.5 

1.3 

0.0 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=151)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=137)

中央値の2分の1未満

(n=38)

上のほう やや上のほう まん中あたり やや下のほう

下のほう わからない 無回答

(2) クラス内での成績の順位 

 

 

【クラス内での成績の順位】 

 

 

 

 

 

 

 

クラス内での成績の順位について、『上のほう』（「上のほう」+「やや上のほう」）と回答した

割合が全体で 25.3％、小学５年生で 27.3％、中学２年生で 22.6％、『下のほう』（「下のほう」

+「やや下のほう」）と回答した割合が全体で 29.2％、小学５年生で 22.4％、中学２年生で 38.0％

となっている。 

 

【クラス内での成績の順位（等価世帯収入の水準別）】 

（小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、『下のほう』と回答した割合は、小学５年生では、「中央値

以上」で 16.0％、「中央値の２分の１以上中央値未満」で 26.4％、「中央の２分の１未満」で

27.5％となっている。中学２年生では、「中央値以上」で 32.5％、「中央値の２分の１以上中央

値未満」で 43.8％、「中央値の２分の１未満」で 47.4％となっている。  

問４ あなたの成績は、クラスの中でどのくらいだと思いますか。（あてはまるもの１つに○） 

 

 

12.8 

8.6 

12.1 

19.1 

14.9 

13.8 

38.3 

37.4 

27.6 

11.7 

16.1 

17.2 

4.3 

10.3 

10.3 

12.8 

11.5 

19.0 

1.1 

1.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=188)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=174)

中央値の2分の1未満

(n=58)

上のほう やや上のほう まん中あたり やや下のほう

下のほう わからない 無回答
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8.9 

0.0 

0.0 

15.5 

9.3 

7.7 

34.3 

16.3 

17.9 

14.9 

30.2 

33.3 

18.8 

34.9 

33.3 

6.6 

9.3 

7.7 

1.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=303)

ひとり親世帯：全体(n=43)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=39)

上のほう やや上のほう まん中あたり やや下のほう

下のほう わからない 無回答

【クラス内での成績の順位（世帯構成別）】 

（小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、『下のほう』と回答した割合は、小学５年生では特徴的な差は見られな

いが、中学２年生では、「ふたり親世帯」で 33.7％、「ひとり親世帯」で 65.1％、「母子世帯の

み」で 66.6％となっている。 

 

 

  

11.2 

6.8 

2.0 

16.4 

20.3 

22.0 

37.5 

28.8 

28.0 

15.6 

10.2 

12.0 

6.0 

13.6 

14.0 

12.5 

18.6 

20.0 

0.8 

1.7 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=384)

ひとり親世帯：全体(n=59)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=50)

上のほう やや上のほう まん中あたり やや下のほう

下のほう わからない 無回答
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14.0 

16.8 

10.4 

42.2 

47.9 

34.9 

35.1 

29.3 

42.5 

5.3 

3.5 

7.6 

1.7 

0.9 

2.8 

1.6 

1.5 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=812)

小学5年生(n=457)

中学2年生(n=355)

いつもわかる だいたいわかる

教科によってはわからないことがある わからないことが多い

ほとんどわからない 無回答

16.8 

19.3 

10.4 

10.9 

10.1 

47.9 

46.4 

34.9 

39.6 

34.3 

29.3 

27.8 

42.5 

39.7 

44.0 

3.5 

4.2 

7.6 

6.4 

8.6 

0.9 

1.1 

2.8 

2.4 

2.8 

1.5 

1.2 

1.7 

1.0 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

尾道市(n=457)

広島県(n=8,273)

尾道市(n=355)

広島県(n=7,164)

国(n=2,715)

いつもわかる だいたいわかる

教科によってはわからないことがある わからないことが多い

ほとんどわからない 無回答

小学

5年生

中学

2年生

(3) 授業の理解度 

 

 

【授業の理解度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の理解度について、『わかる』（「いつもわかる」+「だいたいわかる」）と回答した割合が

全体で 56.2％、小学５年生で 64.7％、中学２年生で 45.3％、『わからない』（「教科によっては

わからないことがある」+「わからないことが多い」+「ほとんどわからない」）と回答した割合

が全体で 42.1％、小学５年生で 33.7％、中学２年生で 52.9％となっている。 

 

【授業の理解度（広島県・国との比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県・国と比較すると、小学５年生では、大きな差はみられない。 

中学２年生では、『わかる』と回答した割合は、尾道市（45.3％）が広島県（50.5％）を 5.2

ポイント下回っており、国（44.4％）と大きな差はみられない。 

 

 

  

問５ あなたは、学校の授業がわからないことがありますか。（あてはまるもの１つに○） 
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20.2 

13.8 

12.1 

47.3 

46.6 

51.7 

28.2 

30.5 

32.8 

2.7 

5.2 

3.4 

0.5 

1.1 

0.0 

1.1 

2.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=188)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=174)

中央値の2分の1未満

(n=58)

いつもわかる だいたいわかる

教科によってはわからないことがある わからないことが多い

ほとんどわからない 無回答

13.2 

6.6 

13.2 

34.4 

38.0 

18.4 

39.1 

44.5 

55.3 

7.9 

6.6 

7.9 

2.0 

4.4 

2.6 

3.3 

0.0 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=151)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=137)

中央値の2分の1未満

(n=38)

いつもわかる だいたいわかる

教科によってはわからないことがある わからないことが多い

ほとんどわからない 無回答

【授業の理解度（等価世帯収入の水準別）】 

（小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、『わからない』と回答した割合は、小学５年生では、「中央

値以上」で 34.1％、「中央値の２分の１以上中央値未満」で 36.8％、「中央値の２分の１未満」

で 36.2％となっている。中学２年生では、「中央値以上」で 49.0％、「中央値の２分の１以上中

央値未満」で 55.5％、「中央値の２分の１未満」で 65.8％となっている。  
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【授業の理解度（世帯構成別）】 

（小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、『わからない』と回答した割合は、小学５年生では、「ふたり親世帯」

で 32.9％、「ひとり親世帯」で 40.7％、「母子世帯のみ」で 42.0％となっている。中学２年生

では、「ふたり親世帯」で 49.9％、「ひとり親世帯」で 76.3％、「母子世帯のみ」で 76.2％とな

っている。 

 

 

  

17.7 

10.2 

8.0 

47.9 

47.5 

48.0 

29.2 

32.2 

32.0 

2.9 

8.5 

10.0 

0.8 

0.0 

0.0 

1.6 

1.7 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=384)

ひとり親世帯：全体(n=59)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=50)

いつもわかる だいたいわかる

教科によってはわからないことがある わからないことが多い

ほとんどわからない 無回答

11.6 

2.3 

2.6 

37.0 

18.6 

17.9 

40.3 

62.8 

64.1 

7.6 

4.7 

5.1 

2.0 

9.3 

7.7 

1.7 

2.3 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=303)

ひとり親世帯：全体(n=43)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=39)

いつもわかる だいたいわかる

教科によってはわからないことがある わからないことが多い

ほとんどわからない 無回答
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問５で「３ 教科によってはわからないことがある」「４ わからないことが多い」「５ ほとんど

わからない」と回答した人のみ回答 

 

 

 

【授業がわからなくなり始めた時期】 

（小学５年生） 

 

 

 

 

（中学２年生） 

 

 

 

 

 

授業がわからなくなり始めた時期について、小学５年生では「４年生のころ」と回答した割

合が 39.0％、中学２年生では「中学１年生のころ」と回答した割合が 53.2％と最も高くなって

いる。 

 

 

  

問６ いつごろから、授業がわからないことがあるようになりましたか。 

（あてはまるもの１つに○） 

 

11.0 19.5 39.0 29.2 1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学5年生(n=154)

1・2年生のころ 3年生のころ 4年生のころ 5年生になってから 無回答

4.8 5.9 20.2 53.2 16.0 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学2年生(n=188)

小学1・2年生のころ 小学3・4年生のころ 小学5・6年生のころ

中学1年生のころ 中学2年生になってから 無回答
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2.4 

1.5 

0.0 

0.2 

0.3 

22.1 

16.4 

14.1 

13.6 

14.8 

13.3 

13.7 

12.7 

11.9 

16.3 

1.1 

0.6 

3.1 

0.9 

1.8 

3.0 

1.7 

2.8 

26.0 

29.7 

30.7 

38.3 

49.7 

3.1 

4.2 

3.7 

4.4 

1.1 

0.6 

0.3 

0.4 

28.0 

28.9 

31.8 

26.1 

18.2 

1.1 

1.3 

2.0 

1.4 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

尾道市(n=457)

広島県(n=8,273)

尾道市(n=355)

広島県(n=7,164)

国(n=2,715)

中学
中学、高校
中学、高校、専門学校
中学、5年制の高等専門学校
中学、高校、短大
中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学
中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学、大学院
その他
まだわからない
無回答

小学

5年生

中学

2年生

(4) 希望する進学先 

 

 

【希望する進学先】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望する進学先について、「中学、高校（または５年制の高等専門学校）、大学」と回答した

割合が全体で 28.1％、小学５年生で 26.0％、中学２年生で 30.7％と最も高くなっている。 

 

【希望する進学先（広島県・国との比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1：国調査では「短大・高専・専門学校まで」という選択肢になっている 

※2：国調査では「大学またはそれ以上」という選択肢になっている 

 

広島県・国と比較すると、小学５年生では、「中学、高校（または５年制の高等専門学校）、

大学」と回答した割合に大きな差はみられない。中学２年生では、「中学、高校（または５年

制の高等専門学校）、大学」と回答した割合は、尾道市（30.7％）が広島県（38.3％）を 7.6ポ

イント、国（49.7％）を 19.0ポイント下回っている。  

問７ あなたは、将来、どの学校に進学したいですか。（あてはまるもの１つに○） 

 

1.4 

2.4 

0.0 

18.6 

22.1 

14.1 

13.1 

13.3 

12.7 

2.0 

1.1 

3.1 

1.7 

1.8 

1.7 

28.1 

26.0 

30.7 

3.3 

3.1 

3.7 

0.7 

1.1 

0.3 

29.7 

28.0 

31.8 

1.5 

1.1 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=812)

小学5年生(n=457)

中学2年生(n=355)

中学

中学、高校

中学、高校、専門学校

中学、5年制の高等専門学校

中学、高校、短大

中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学

中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学、大学院

その他

まだわからない

無回答

※1 ※2 
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2.7 

1.7 

5.2 

19.1 

23.6 

29.3 

11.7 

14.4 

15.5 

1.6 

1.1 

0.0 

1.1 

1.1 

5.2 

33.0 

20.7 

13.8 

3.7 

3.4 

1.7 

0.5 

1.7 

1.7 

26.1 

30.5 

25.9 

0.5 

1.7 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=188)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=174)

中央値の2分の1未満

(n=58)

中学

中学、高校

中学、高校、専門学校

中学、5年制の高等専門学校

中学、高校、短大

中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学

中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学、大学院

その他

まだわからない

無回答

0.0 

0.0 

0.0 

11.3 

17.5 

21.1 

10.6 

13.9 

10.5 

4.6 

1.5 

5.3 

0.7 

2.2 

2.6 

35.1 

30.7 

23.7 

4.0 

2.2 

2.6 

0.0 

0.7 

0.0 

31.8 

29.9 

31.6 

2.0 

1.5 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=151)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=137)

中央値の2分の1未満

(n=38)

中学

中学、高校

中学、高校、専門学校

中学、5年制の高等専門学校

中学、高校、短大

中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学

中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学、大学院

その他

まだわからない

無回答

【希望する進学先（等価世帯収入の水準別）】 

（小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、「中学、高校（または５年制の高等専門学校）、大学」と回

答した割合は、小学５年生では、「中央値以上」で 33.0％、「中央値の２分の１以上中央値未満」

で 20.7％、「中央値の２分の１未満」で 13.8％となっている。中学２年生では、「中央値以上」

で 35.1％、「中央値の２分の１以上中央値未満」で 30.7％、「中央値の２分の１未満」で 23.7％

となっている。 
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2.3 

1.7 

2.0 

21.6 

25.4 

26.0 

13.5 

13.6 

10.0 

1.3 

0.0 

0.0 

1.0 

3.4 

4.0 

27.3 

20.3 

20.0 

3.1 

1.7 

2.0 

1.3 

0.0 

0.0 

27.3 

32.2 

34.0 

1.0 

1.7 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=384)

ひとり親世帯：全体(n=59)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=50)

中学

中学、高校

中学、高校、専門学校

中学、5年制の高等専門学校

中学、高校、短大

中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学

中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学、大学院

その他

まだわからない

無回答

【希望する進学先（世帯構成別）】 

（小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、「中学、高校（または５年制の高等専門学校）、大学」と回答した割合

は、小学５年生、中学２年生ともに、ひとり親世帯で約２割となっている。 

 

  

0.0 

0.0 

0.0 

14.2 

14.0 

10.3 

12.9 

11.6 

12.8 

3.0 

4.7 

5.1 

1.3 

4.7 

5.1 

32.3 

20.9 

20.5 

3.3 

4.7 

2.6 

0.3 

0.0 

0.0 

30.7 

37.2 

41.0 

2.0 

2.3 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=303)

ひとり親世帯：全体(n=43)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=39)

中学

中学、高校

中学、高校、専門学校

中学、5年制の高等専門学校

中学、高校、短大

中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学

中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学、大学院

その他

まだわからない

無回答
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41.0 

38.0 

44.9 

12.2 

18.1 

4.6 

5.6 

4.5 

7.1 

9.0 

9.2 

8.9 

8.7 

9.2 

8.0 

20.5 

18.6 

22.9 

3.0 

2.5 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=797)

小学5年生(n=447)

中学2年生(n=350)

教育段階一致 保護者の方が高い段階 子供の方が高い段階

保護者・子供ともに未定 保護者未定 子供未定

無回答

39.4 

38.5 

31.0 

22.3 

13.8 

17.2 

3.2 

3.4 

10.3 

8.0 

9.8 

6.9 

7.4 

10.3 

12.1 

18.1 

20.7 

19.0 

1.6 

3.4 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=188)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=174)

中央値の2分の1未満

(n=58)

教育段階一致 保護者の方が高い段階 子供の方が高い段階

保護者・子供ともに未定 保護者未定 子供未定

無回答

47.7 

45.3 

44.7 

4.6 

5.8 

0.0 

2.6 

10.9 

7.9 

7.9 

7.3 

13.2 

7.9 

5.8 

13.2 

23.8 

22.6 

18.4 

5.3 

2.2 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=151)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=137)

中央値の2分の1未満

(n=38)

教育段階一致 保護者の方が高い段階 子供の方が高い段階

保護者・子供ともに未定 保護者未定 子供未定

無回答

【保護者と子供が考える進学希望の一致状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者と子供が考える進学希望の一致状況について、「教育段階一致」に該当する割合が全体

で 41.0％、小学５年生で 38.0％、中学２年生で 44.9％となっている。 

 

【保護者と子供が考える進学希望の一致状況（等価世帯収入の水準別）】 

（小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、「子供の方が高い段階」に該当する割合は、小学５年生では

「中央値の２分の１未満」の層、中学２年生では「中央値の２分の１以上中央値未満」の層で

約１割となっている。 
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【保護者と子供が考える進学希望の一致状況（世帯構成別）】 

（小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中学２年生） 

  

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、「子供の方が高い段階」に該当する割合は、小学５年生、中学２年生と

もに、「ひとり親世帯」で１割を超えている。 

 

 

  

38.8 

32.2 

30.0 

18.2 

15.3 

18.0 

3.4 

11.9 

12.0 

8.3 

15.3 

18.0 

9.6 

6.8 

4.0 

19.0 

16.9 

16.0 

2.6 

1.7 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=384)

ひとり親世帯：全体(n=59)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=50)

教育段階一致 保護者の方が高い段階 子供の方が高い段階

保護者・子供ともに未定 保護者未定 子供未定

無回答

45.9 

37.2 

33.3 

5.0 

2.3 

2.6 

6.3 

14.0 

12.8 

8.6 

9.3 

10.3 

8.3 

7.0 

7.7 

22.1 

27.9 

30.8 

4.0 

2.3 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=303)

ひとり親世帯：全体(n=43)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=39)

教育段階一致 保護者の方が高い段階 子供の方が高い段階

保護者・子供ともに未定 保護者未定 子供未定

無回答
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57.4 

15.2 

10.7 

9.1 

4.1 

3.0 

2.5 

4.5 

16.6 

1.4 

59.0 

13.3 

7.4 

8.6 

5.6 

2.5 

2.8 

5.9 

16.4 

0.9 

55.3 

17.9 

15.3 

9.8 

2.1 

3.8 

2.1 

2.6 

17.0 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

希望する学校や職業があるから

自分の成績から考えて

親がそう言っているから

兄・姉がそうしているから

家にお金がないと思うから

まわりの先輩や友達がそうしているから

早く働く必要があるから

その他

とくに理由はない

無回答

全体(n=559)

小学5年生(n=324)

中学2年生(n=235)

問７で「中学以上に進学」と回答した人のみ回答 

 

 

【進学先を選んだ理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進学先を選んだ理由について、「希望する学校や職業があるから」と回答した割合が全体で

57.4％、小学５年生で 59.0％、中学２年生で 55.3％と最も高くなっている。 

  

問８ その理由を答えてください。（あてはまるものすべてに○） 
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【進学先を選んだ理由（等価世帯収入の水準別）】 

（小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、「希望する学校や職業があるから」と回答した割合は、小学

５年生では、「中央値以上」で 60.9％、「中央値の２分の１以上中央値未満」で 55.1％、「中央

値の２分の１未満」で 54.8％となっているが、中学２年生では特徴的な差は見られない。  

60.9 

14.5 

8.7 

9.4 

2.9 

2.2 

2.2 

4.3 

17.4 

0.0 

55.1 

13.6 

8.5 

5.9 

5.9 

1.7 

2.5 

7.6 

16.9 

1.7 

54.8 

11.9 

4.8 

16.7 

14.3 

7.1 

4.8 

9.5 

14.3 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

希望する学校や職業があるから

自分の成績から考えて

親がそう言っているから

兄・姉がそうしているから

家にお金がないと思うから

まわりの先輩や友達がそうしているから

早く働く必要があるから

その他

とくに理由はない

無回答

中央値以上(n=138)

中央値の2分の1以上中央値未満(n=118)

中央値の2分の1未満(n=42)

54.0 

22.0 

17.0 

13.0 

4.0 

4.0 

4.0 

2.0 

17.0 

2.0 

55.3 

19.1 

14.9 

8.5 

1.1 

4.3 

0.0 

2.1 

16.0 

2.1 

52.0 

8.0 

8.0 

4.0 

0.0 

4.0 

4.0 

8.0 

24.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

希望する学校や職業があるから

自分の成績から考えて

親がそう言っているから

兄・姉がそうしているから

家にお金がないと思うから

まわりの先輩や友達がそうしているから

早く働く必要があるから

その他

とくに理由はない

無回答

中央値以上(n=100)

中央値の2分の1以上中央値未満(n=94)

中央値の2分の1未満(n=25)
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【進学先を選んだ理由（世帯構成別）】 

（小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、「希望する学校や職業があるから」と回答した割合は、小学５年生のふ

たり親世帯で６割、中学２年生のふたり親世帯で５割台後半となっている。  

60.0 

13.1 

8.4 

9.5 

5.5 

2.9 

2.9 

4.4 

16.4 

0.7 

51.3 

17.9 

2.6 

2.6 

5.1 

0.0 

2.6 

15.4 

17.9 

2.6 

50.0 

21.9 

3.1 

3.1 

6.3 

0.0 

3.1 

15.6 

15.6 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

希望する学校や職業があるから

自分の成績から考えて

親がそう言っているから

兄・姉がそうしているから

家にお金がないと思うから

まわりの先輩や友達がそうしているから

早く働く必要があるから

その他

とくに理由はない

無回答

ふたり親世帯(n=275)

ひとり親世帯：全体(n=39)

ひとり親世帯：母子世帯のみ(n=32)

55.4 

18.6 

15.2 

10.3 

2.5 

3.9 

2.0 

2.0 

17.6 

2.5 

50.0 

15.4 

15.4 

3.8 

0.0 

3.8 

3.8 

7.7 

15.4 

0.0 

54.5 

9.1 

13.6 

0.0 

0.0 

4.5 

4.5 

9.1 

18.2 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

希望する学校や職業があるから

自分の成績から考えて

親がそう言っているから

兄・姉がそうしているから

家にお金がないと思うから

まわりの先輩や友達がそうしているから

早く働く必要があるから

その他

とくに理由はない

無回答

ふたり親世帯(n=204)

ひとり親世帯：全体(n=26)

ひとり親世帯：母子世帯のみ(n=22)
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80.0 

71.6 

91.0 

18.8 

27.1 

8.2 

1.1 

1.3 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=812)

小学5年生(n=457)

中学2年生(n=355)

参加している 参加していない 無回答

３ 地域のクラブや学校の部活動への参加状況 

 

 

 

【地域のクラブや学校の部活動への参加状況】 

 

 

 

 

 

 

 

地域のクラブや学校の部活動への参加状況について、「参加している」と回答した割合が全体

で 80.0％、小学５年生で 71.6％、中学２年生で 91.0％となっている。 

 

【地域のクラブや学校の部活動への参加状況（等価世帯収入の水準別）】 

（小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、「参加している」と回答した割合は、小学５年生では、「中

央値以上」で 73.9％、「中央値の２分の１以上中央値未満」で 71.3％、「中央値の２分の１未

満」で 69.0％となっている。中学２年生では、「中央値以上」で 94.0％、「中央値の２分の１以

上中央値未満」で 89.8％、「中央値の２分の１未満」で 81.6％となっている。 

  

問９ あなたは、地域のスポーツクラブや文化クラブ、学校の部活動に参加していますか。 

（あてはまるもの１つに○） 

73.9 

71.3 

69.0 

25.0 

27.0 

31.0 

1.1 

1.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=188)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=174)

中央値の2分の1未満

(n=58)

参加している 参加していない 無回答

94.0 

89.8 

81.6 

5.3 

8.8 

18.4 

0.7 

1.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=151)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=137)

中央値の2分の1未満

(n=38)

参加している 参加していない 無回答
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91.4 

88.4 

87.2 

7.9 

9.3 

10.3 

0.7 

2.3 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=303)

ひとり親世帯：全体(n=43)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=39)

参加している 参加していない 無回答

【地域のクラブや学校の部活動への参加状況（世帯構成別）】 

（小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、「参加している」と回答した割合に特徴的な差は見られない。 

 

  

71.9 

69.5 

72.0 

26.6 

30.5 

28.0 

1.6 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=384)

ひとり親世帯：全体(n=59)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=50)

参加している 参加していない 無回答
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問９で「２ 参加していない」と回答した人のみ回答 

 

 

【地域のクラブや学校の部活動に参加していない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域のクラブや学校の部活動に参加していない理由について、「入りたいクラブ・部活動がな

いから」と回答した割合が全体で 47.1％、小学５年生で 46.8％、中学２年生で 48.3％と最も

高くなっている。 

  

問 10 参加していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

47.1 

18.3 

10.5 

9.8 

8.5 

27.5 

2.6 

46.8 

21.0 

8.9 

7.3 

8.1 

27.4 

2.4 

48.3 

6.9 

17.2 

20.7 

10.3 

27.6 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

入りたいクラブ・部活動がないから

塾や習い事が忙しいから

一緒に入る友達がいないから

費用がかかるから

家の事情(家族の世話、家事など)があるから

その他

無回答

全体(n=153)

小学5年生(n=124)

中学2年生(n=29)
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【地域のクラブや学校の部活動に参加していない理由（等価世帯収入の水準別）】 

（小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、「費用がかかるから」と回答した割合は、小学５年生では、

「中央値以上」で 4.3％、「中央値の２分の１以上中央値未満」で 6.4％、「中央値の２分の１未

満」で 16.7％となっている。中学２年生では、「中央値以上」で 12.5％、「中央値の２分の１以

上中央値未満」で 25.0％、「中央値の２分の１未満」で 28.6％となっている。 

  

44.7 

21.3 

8.5 

4.3 

6.4 

38.3 

2.1 

55.3 

17.0 

4.3 

6.4 

2.1 

25.5 

0.0 

38.9 

22.2 

22.2 

16.7 

22.2 

16.7 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

入りたいクラブ・部活動がないから

塾や習い事が忙しいから

一緒に入る友達がいないから

費用がかかるから

家の事情(家族の世話、家事など)があるから

その他

無回答

中央値以上(n=47)

中央値の2分の1以上中央値未満(n=47)

中央値の2分の1未満(n=18)

25.0 

12.5 

12.5 

12.5 

12.5 

50.0 

0.0 

66.7 

0.0 

25.0 

25.0 

16.7 

25.0 

0.0 

57.1 

0.0 

14.3 

28.6 

0.0 

14.3 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

入りたいクラブ・部活動がないから

塾や習い事が忙しいから

一緒に入る友達がいないから

費用がかかるから

家の事情(家族の世話、家事など)があるから

その他

無回答

中央値以上(n=8)

中央値の2分の1以上中央値未満(n=12)

中央値の2分の1未満(n=7)
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【地域のクラブや学校の部活動に参加していない理由（世帯構成別）】 

（小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、「費用がかかるから」と回答した割合は、小学５年生、中学２年生とも

に、ひとり親世帯で高くなっている。 

 

  

48.0 

21.6 

7.8 

5.9 

8.8 

28.4 

1.0 

44.4 

16.7 

11.1 

11.1 

5.6 

27.8 

0.0 

42.9 

21.4 

14.3 

14.3 

0.0 

21.4 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

入りたいクラブ・部活動がないから

塾や習い事が忙しいから

一緒に入る友達がいないから

費用がかかるから

家の事情(家族の世話、家事など)があるから

その他

無回答

ふたり親世帯(n=102)

ひとり親世帯：全体(n=18)

ひとり親世帯：母子世帯のみ(n=14)

41.7 

8.3 

16.7 

20.8 

8.3 

29.2 

4.2 

75.0 

0.0 

25.0 

25.0 

25.0 

25.0 

0.0 

75.0 

0.0 

25.0 

25.0 

25.0 

25.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

入りたいクラブ・部活動がないから

塾や習い事が忙しいから

一緒に入る友達がいないから

費用がかかるから

家の事情(家族の世話、家事など)があるから

その他

無回答

ふたり親世帯(n=24)

ひとり親世帯：全体(n=4)

ひとり親世帯：母子世帯のみ(n=4)
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84.2 

97.5 

90.9 

8.3 

1.4 

5.9 

3.0 

0.1 

1.5 

3.8 

0.0 

0.7 

0.7 

1.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

朝食

夕食

夏休みや冬休みなどの

期間の昼食

毎日食べる（週7日） 週5～6日 週3～4日 週1～2日、ほとんど食べない 無回答

n=812

85.6 

97.6 

94.3 

7.4 

0.9 

3.1 

2.8 

0.2 

0.9 

3.1 

0.0 

0.4 

1.1 

1.3 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

朝食

夕食

夏休みや冬休みなどの

期間の昼食

毎日食べる（週7日） 週5～6日 週3～4日 週1～2日、ほとんど食べない 無回答

n=457

82.5 

97.5 

86.5 

9.3 

2.0 

9.6 

3.1 

0.0 

2.3 

4.8 

0.0 

1.1 

0.3 

0.6 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

朝食

夕食

夏休みや冬休みなどの

期間の昼食

毎日食べる（週7日） 週5～6日 週3～4日 週1～2日、ほとんど食べない 無回答

n=355

４ 生活習慣 

(1) 食事習慣 

 

 

 

【食事の習慣】 

（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

（小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

食事の習慣について、「毎日食べる（週７日）」と回答した割合は、朝食では全体で 84.2％、

小学５年生で 85.6％、中学２年生で 82.5％、夕食では全体で 97.5％、小学５年生で 97.6％、

中学２年生で 97.5％、夏休みや冬休みなどの期間の昼食では全体で 90.9％、小学５年生で

94.3％、中学２年生で 86.5％となっている。 

 

  

問 11 あなたは週にどのくらい、食事をしていますか。 

（ａ～ｃそれぞれについて、あてはまるもの１つに○） 
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(2) 睡眠習慣 

 

 

 

【同じ時間の就寝の習慣】 

 

 

 

 

 

 

 

 

同じ時間の就寝の習慣について、『同じ時間に寝ている』（「そうである」+「どちらかといえ

ばそうである」）と回答した割合が全体で 82.8％、小学５年生で 81.8％、中学２年生で 83.9％、

『同じ時間に寝ていない』（「そうではない」+「どちらかといえばそうではない」）と回答した

割合が全体で 16.7％、小学５年生で 17.5％、中学２年生で 15.8％となっている。 

  

問 12 あなたは、ふだん（月曜日～金曜日）、ほぼ同じ時間に寝ていますか。 

（あてはまるもの１つに○） 

34.9 

37.2 

31.8 

47.9 

44.6 

52.1 

11.9 

12.5 

11.3 

4.8 

5.0 

4.5 

0.5 

0.7 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=812)

小学5年生(n=457)

中学2年生(n=355)

そうである どちらかといえばそうである

どちらかといえばそうではない そうではない

無回答
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５ 悩みや困りごと 

 

 

 

【悩みや困りごとの相談相手】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

悩みや困りごとの相談相手について、「親」と回答した割合が全体で 74.3％、小学５年生で

83.8％、中学２年生で 62.0％、「学校の友達」と回答した割合が全体で 65.8％、小学５年生で

63.5％、中学２年生で 68.7％となっている。 

 

 

  

問 13 あなたに困っていることや悩みごとがあるとき、あなたが相談できると思う人はだれで

すか。（あてはまるものすべてに○） 

74.3 

65.8 

27.5 

23.3 

16.6 

14.4 

6.0 

4.8 

3.4 

6.4 

0.6 

83.8 

63.5 

31.3 

26.9 

22.5 

15.1 

5.3 

3.5 

0.7 

5.0 

0.4 

62.0 

68.7 

22.5 

18.6 

9.0 

13.5 

7.0 

6.5 

7.0 

8.2 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

親

学校の友達

学校の先生

きょうだい

祖父母など

学校外の友達

スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーなど

その他の大人

ネットで知り合った人

だれにも相談できない、相談したくない

無回答

全体(n=812)

小学5年生(n=457)

中学2年生(n=355)
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【悩みや困りごとの相談相手（広島県・国との比較）】 

（小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県・国と比較すると、小学５年生、中学２年生ともに、大きな差はみられない。  

83.8 

63.5 

31.3 

26.9 

22.5 

15.1 

5.3 

3.5 

0.7 

5.0 

0.4 

82.2 

58.7 

35.0 

26.1 

20.5 

15.2 

4.3 

6.0 

1.3 

4.9 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

親

学校の友達

学校の先生

きょうだい

祖父母など

学校外の友達

スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーなど

その他の大人

ネットで知り合った人

だれにも相談できない、相談したくない

無回答

尾道市(n=457)

広島県(n=8,273)

小学

5年生

62.0 

68.7 

22.5 

18.6 

9.0 

13.5 

7.0 

6.5 

7.0 

8.2 

0.8 

68.7 

67.8 

26.4 

20.7 

12.9 

18.6 

5.0 

5.3 

5.1 

7.4 

1.1 

65.1 

67.3 

23.4 

21.0 

11.6 

13.9 

4.1 

6.8 

5.0 

8.9 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

親

学校の友達

学校の先生

きょうだい

祖父母など

学校外の友達

スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーなど

その他の大人

ネットで知り合った人

だれにも相談できない、相談したくない

無回答

尾道市(n=355)

広島県(n=7,164)

国(n=2,715)

中学

2年生
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６ 生活における満足度 

 

 

 

 

【生活における満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

生活における満足度について、「８～10」と回答した割合が全体で 50.7％、小学５年生で

55.1％、中学２年生で 45.1％、「０～２」と回答した割合が全体で 3.7％、小学５年生で 2.6％、

中学２年生で 5.1％となっている。 

また、平均は全体で 7.2、小学５年生で 7.4、中学２年生で 6.9となっている。 

 

【生活における満足度（広島県・国との比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県・国と比較すると、小学５年生では、「８～10」と回答した割合は、尾道市（55.1％）

が広島県（63.0％）を 7.9ポイント下回っている。中学２年生では「８～10」と回答した割合

に、大きな差はみられない。 

小学５年生、中学２年生ともに、「０～２」と回答した割合に、大きな差はみられない。 

 

  

問 14 全体として、あなたは最近の生活に、どのくらい満足していますか。「０」（まったく満

足していない）から「10」（十分に満足している）の数字で答えてください。 

（あてはまるもの１つに○） 

 「０」(まったく満足していない)から「10」(十分に満足している)の数字で答えてください。 

55.1 

63.0 

45.1 

50.0 

47.1 

19.9 

17.7 

27.9 

22.4 

23.5 

14.4 

10.3 

12.1 

12.5 

12.9 

7.4 

5.9 

9.0 

10.2 

10.6 

2.6 

2.0 

5.1 

3.8 

4.8 

0.4 

1.1 

0.8 

1.1 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

尾道市(n=457)

広島県(n=8,273)

尾道市(n=355)

広島県(n=7,164)

国(n=2,715)

8～10 6～7 5 3～4 0～2 無回答

小学

5年生

中学

2年生

50.7 

55.1 

45.1 

23.4 

19.9 

27.9 

13.4 

14.4 

12.1 

8.1 

7.4 

9.0 

3.7 

2.6 

5.1 

0.6 

0.4 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=812)

小学5年生(n=457)

中学2年生(n=355)

8～10 6～7 5 3～4 0～2 無回答
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【生活における満足度（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、『６以上（「６～７」と「８～10」を合わせた割合）』は、「中

央値以上」で 75.5％、「中央値の２分の１以上中央値未満」で 76.5％、「中央値の２分の１未

満」で 64.6％となっている。 

 

【生活における満足度（世帯構成別）】 

 

 

 

 

 

 

 

世帯の状況別にみると、『６以上』は、「ふたり親世帯」で 74.5％、「ひとり親世帯」で 73.5％、

「母子世帯のみ」で 71.9％となっている。 

  

51.0 

54.3 

43.8 

24.5 

22.2 

20.8 

13.0 

12.2 

15.6 

7.4 

7.4 

11.5 

3.2 

3.5 

7.3 

0.9 

0.3 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=339)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=311)

中央値の2分の1未満

(n=96)

8～10 6～7 5 3～4 0～2 無回答

50.9 

51.0 

47.2 

23.6 

22.5 

24.7 

13.7 

10.8 

11.2 

7.6 

10.8 

11.2 

3.6 

3.9 

4.5 

0.6 

1.0 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=687)

ひとり親世帯：全体(n=102)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=89)

8～10 6～7 5 3～4 0～2 無回答
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７ 子供の心理的な状態 

 

 

 

 

 

 

【自分自身について】 

（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 15 以下のそれぞれの質問について、「１ あてはまらない」「２ まああてはまる」「３ あ

てはまる」のどれかから回答してください。答えに自信がなくても、あるいは、その質

問がばからしいと思えたとしても、全部の質問に答えてください。あなたのここ半年く

らいのことを考えて答えてください。 

（ａ～ｏそれぞれについて、あてはまるもの１つに○） 

4.6 

54.6 

30.9 

77.6 

57.8 

11.2 

7.9 

55.2 

15.5 

36.5 

6.2 

82.4 

20.2 

49.6 

49.8 

49.8 

30.5 

41.5 

14.2 

28.0 

49.0 

7.8 

29.6 

58.7 

37.7 

32.5 

12.6 

52.6 

37.7 

30.4 

44.0 

13.4 

25.9 

6.4 

12.6 

37.9 

82.5 

13.7 

23.6 

24.1 

59.1 

3.2 

25.5 

10.5 

18.0 

1.7 

1.5 

1.7 

1.8 

1.7 

1.8 

1.8 

1.6 

2.1 

1.7 

2.2 

1.8 

1.7 

2.2 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

私は、他人に対して親切にするようにしている。

私は、他人の気持ちをよく考える

私は、よく頭やお腹がいたくなったり、気持ちが

悪くなったりする

私は、他の子供たちと、よく分け合う

(食べ物・ゲーム・ペンなど)

私は、たいてい一人でいる。だいたいいつも

一人で遊ぶか、人と付き合うことを避ける

私は、心配ごとが多く、いつも不安だ

私は、誰かが心を痛めていたり、落ち込んでいたり、

嫌な思いをしているときなど、すすんで助ける

私は、仲の良い友だちが少なくとも一人はいる

私は、落ち込んでしずんでいたり、涙ぐんだり

することがよくある

私は、同じくらいの年齢の子供からは、

だいたいは好かれている

私は、新しい場面に直面すると不安になり、

自信をなくしやすい

私は、年下の子供たちに対してやさしくしている

私は、他の子供から、いじめられたり、

からかわれたりする

私は、自分からすすんでよくお手伝いをする

(親・先生・他の子供たちなど)

私は、他の子供たちより、大人といる方が

うまくいく

私は、こわがりで、すぐにおびえたりする

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答

n=812



100 

（小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.7 

55.1 

31.9 

79.9 

65.0 

9.0 

9.2 

56.0 

13.6 

43.1 

6.1 

81.6 

17.1 

47.0 

47.5 

53.6 

31.9 

38.7 

12.7 

24.9 

46.8 

7.2 

29.3 

58.0 

36.5 

29.3 

13.6 

52.7 

40.9 

32.6 

41.4 

11.8 

27.6 

5.9 

8.8 

42.7 

82.1 

13.6 

26.5 

19.0 

62.6 

3.5 

29.1 

10.1 

18.6 

1.3 

1.1 

1.8 

1.5 

1.3 

1.5 

1.5 

1.1 

2.0 

1.3 

2.0 

1.3 

1.1 

2.0 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

私は、他人に対して親切にするようにしている。

私は、他人の気持ちをよく考える

私は、よく頭やお腹がいたくなったり、気持ちが

悪くなったりする

私は、他の子供たちと、よく分け合う

(食べ物・ゲーム・ペンなど)

私は、たいてい一人でいる。だいたいいつも

一人で遊ぶか、人と付き合うことを避ける

私は、心配ごとが多く、いつも不安だ

私は、誰かが心を痛めていたり、落ち込んでいたり、

嫌な思いをしているときなど、すすんで助ける

私は、仲の良い友だちが少なくとも一人はいる

私は、落ち込んでしずんでいたり、涙ぐんだり

することがよくある

私は、同じくらいの年齢の子供からは、

だいたいは好かれている

私は、新しい場面に直面すると不安になり、

自信をなくしやすい

私は、年下の子供たちに対してやさしくしている

私は、他の子供から、いじめられたり、

からかわれたりする

私は、自分からすすんでよくお手伝いをする

(親・先生・他の子供たちなど)

私は、他の子供たちより、大人といる方が

うまくいく

私は、こわがりで、すぐにおびえたりする

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答

n=457
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（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.6 

53.8 

29.6 

74.6 

48.5 

14.1 

6.2 

54.1 

18.0 

27.9 

6.2 

83.4 

24.2 

53.0 

52.7 

44.8 

28.7 

45.1 

16.1 

31.8 

51.8 

8.5 

29.9 

59.7 

39.2 

36.6 

11.3 

52.4 

33.5 

27.6 

47.3 

15.5 

23.7 

7.0 

17.5 

31.8 

83.1 

13.8 

20.0 

30.7 

54.6 

2.8 

20.8 

11.0 

17.2 

2.3 

2.0 

1.7 

2.3 

2.3 

2.3 

2.3 

2.3 

2.3 

2.3 

2.5 

2.5 

2.5 

2.5 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

私は、他人に対して親切にするようにしている。

私は、他人の気持ちをよく考える

私は、よく頭やお腹がいたくなったり、気持ちが

悪くなったりする

私は、他の子供たちと、よく分け合う

(食べ物・ゲーム・ペンなど)

私は、たいてい一人でいる。だいたいいつも

一人で遊ぶか、人と付き合うことを避ける

私は、心配ごとが多く、いつも不安だ

私は、誰かが心を痛めていたり、落ち込んでいたり、

嫌な思いをしているときなど、すすんで助ける

私は、仲の良い友だちが少なくとも一人はいる

私は、落ち込んでしずんでいたり、涙ぐんだり

することがよくある

私は、同じくらいの年齢の子供からは、

だいたいは好かれている

私は、新しい場面に直面すると不安になり、

自信をなくしやすい

私は、年下の子供たちに対してやさしくしている

私は、他の子供から、いじめられたり、

からかわれたりする

私は、自分からすすんでよくお手伝いをする

(親・先生・他の子供たちなど)

私は、他の子供たちより、大人といる方が

うまくいく

私は、こわがりで、すぐにおびえたりする

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答

n=355
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3.02 

3.19 

3.54 

3.62 

3.40 

0点 2点 4点 6点 8点 10点

尾道市(n=448)

広島県(n=8,055)

尾道市(n=345)

広島県(n=7,029)

国(n=2,687)

小学5年生

中学2年生

子供の心理的な状態に関して、「情緒（不安や抑うつなど）」の問題、「仲間関係」の問題、「向

社会性」の問題を把握するための項目を設定し、３段階（あてはまらない：０点、まああては

まる：１点、あてはまる：２点）で点数化した。 

 

(1) 情緒（不安や抑うつなど）の問題 

 

 

 

 

 

 

「情緒の問題」に関して、５つの項目の結果を足し合わせて、スコアを算出した（０～10点、

得点が高いほど、問題性が高いと考えられる）。 

【情緒（不安や抑うつなど）の問題】 

 

 

 

 

 

情緒（不安や抑うつなど）の問題について、平均は全体で 3.24 点、小学５年生で 3.02 点、

中学２年生で 3.54点となっている。 

 

【情緒（不安や抑うつなど）の問題（広島県・国との比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県・国と比較すると、小学５年生、中学２年生ともに、大きな差はみられない。 

 

  

ｂ．私は、よく頭やお腹がいたくなったり、気持ちが悪くなったりする。 

ｅ．私は、心配ごとが多く、いつも不安だ。 

ｈ．私は、落ち込んでしずんでいたり、涙ぐんだりすることがよくある。 

ｊ．私は、新しい場面に直面すると不安になり、自信をなくしやすい。 

ｏ．私は、こわがりで、すぐにおびえたりする。 

3.24 

3.02 

3.54 

0点 2点 4点 6点 8点 10点

全体(n=793)

小学5年生(n=448)

中学2年生(n=345)
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【情緒（不安や抑うつなど）の問題（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、中央値の２分の１未満の層で 3.32となっている。 

 

【情緒（不安や抑うつなど）の問題（世帯構成別）】 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、「ひとり親世帯」で 3.46、「母子世帯のみ」で 3.52となっている。 

 

 

 

  

3.21 

3.23 

3.32 

0点 2点 4点 6点 8点 10点

中央値以上(n=329)

中央値の2分の1以上中央値未満(n=305)

中央値の2分の1未満(n=93)

3.20 

3.46 

3.52 

0点 2点 4点 6点 8点 10点

ふたり親世帯(n=670)

ひとり親世帯：全体(n=101)

ひとり親世帯：母子世帯のみ(n=88)
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2.22 

2.23 

2.23 

2.17 

2.06 

0点 2点 4点 6点 8点 10点

尾道市(n=443)

広島県(n=8,004)

尾道市(n=345)

広島県(n=7,013)

国(n=2,686)

小学5年生

中学2年生

(2) 仲間関係の問題 

 

 

 

 

 

 

「仲間関係の問題」に関して、５つの項目の結果を足し合わせて、スコアを算出した（０～

10点、得点が高いほど、問題性が高いと考えられる）。 

※「g．私は、仲の良い友だちが少なくとも一人はいる。」と「i．私は、同じくらいの年齢の子

供からは、だいたいは好かれている。」の項目は逆転項目としてスコアを算出した。 

【仲間関係の問題】 

 

 

 

 

 

 

仲間関係の問題について、平均は全体で 2.22点、小学５年生で 2.22点、中学２年生で 2.23

点となっている。 

 

【仲間関係の問題（広島県・国との比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県・国と比較すると、小学５年生、中学２年生ともに、大きな差はみられない。 

  

ｄ．私は、たいてい一人でいる。だいたいいつも一人で遊ぶか、人と付き合うことを避ける。 

ｇ．私は、仲の良い友だちが少なくとも一人はいる。 

ｉ．私は、同じくらいの年齢の子供からは、だいたいは好かれている。 

ｌ．私は、他の子供から、いじめられたり、からかわれたりする。 

ｎ．私は、他の子供たちより、大人といる方がうまくいく。 

2.22 

2.22 

2.23 

0点 2点 4点 6点 8点 10点

全体(n=788)

小学5年生(n=443)

中学2年生(n=345)
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【仲間関係の問題（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、中央値の２分の１未満の層で 2.52となっている。 

 

【仲間関係の問題（世帯構成別）】 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、ひとり親世帯で 2.45、「母子世帯のみ」で 2.51となっている。 

  

2.26 

2.08 

2.52 

0点 2点 4点 6点 8点 10点

中央値以上(n=327)

中央値の2分の1以上中央値未満(n=303)

中央値の2分の1未満(n=93)

2.17 

2.45 

2.51 

0点 2点 4点 6点 8点 10点

ふたり親世帯(n=667)

ひとり親世帯：全体(n=100)

ひとり親世帯：母子世帯のみ(n=87)
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6.39 

6.33 

6.02 

6.25 

6.05 

0点 2点 4点 6点 8点 10点

尾道市(n=441)

広島県(n=8,023)

尾道市(n=345)

広島県(n=7,003)

国(n=2,679)

小学5年生

中学2年生

(3) 向社会性の問題 

 

 

 

 

 

 

「向社会性」に関して、５つの項目の結果を足し合わせて、スコアを算出した（０～10 点、

得点が高いほど、社会性が高いと考えられる）。 

【向社会性の問題】 

 

 

 

 

 

 

向社会性の問題について、平均は全体で 6.22点、小学５年生で 6.39点、中学２年生で 6.02

点となっている。 

 

【向社会性の問題（広島県・国との比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県・国と比較すると、小学５年生、中学２年生ともに、大きな差はみられない。 

 

 

 

  

ａ．私は、他人に対して親切にするようにしている。私は、他人の気持ちをよく考える。 

ｃ．私は、他の子供たちと、よく分け合う（食べ物・ゲーム・ペンなど）。 

ｆ．私は、誰かが心を痛めていたり、落ち込んでいたり、嫌な思いをしているときなど、すすんで助ける。 

ｋ．私は、年下の子供たちに対してやさしくしている。 

ｍ．私は、自分からすすんでよくお手伝いをする（親・先生・他の子供たちなど）。 

6.22 

6.39 

6.02 

0点 2点 4点 6点 8点 10点

全体(n=786)

小学5年生(n=441)

中学2年生(n=345)
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【向社会性の問題（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、中央値の２分の１未満の層で 5.90となっている。 

 

【向社会性の問題（世帯構成別）】 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、ひとり親世帯で 5.86、「母子世帯のみ」で 5.70となっている。 

  

6.36 

6.16 

5.90 

0点 2点 4点 6点 8点 10点

中央値以上(n=327)

中央値の2分の1以上中央値未満(n=301)

中央値の2分の1未満(n=92)

6.27 

5.86 

5.70 

0点 2点 4点 6点 8点 10点

ふたり親世帯(n=663)

ひとり親世帯：全体(n=101)

ひとり親世帯：母子世帯のみ(n=88)
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８ 新型コロナウイルス感染症の拡大前と拡大後の変化 

 

 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響】 

（全体） 

①コロナ禍前とコロナ拡大期の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響について、コロナ禍前とコロナ拡大期を比

較すると、全体では、「増えた」と回答した割合は、「家族で家で過ごす時間」で 53.0％、「減

った」と回答した割合は、「家族で外食する回数」で 53.8％、「家族で旅行する回数」で 54.4％

となっている。 

 

 

  

問 16 あなたの生活は、新型コロナウイルス感染症が拡大する前と、新型コロナウイルス感染

症が拡大していた期間では、どのように変わったと思いますか。 

問 17 あなたの生活は、新型コロナウイルス感染症が拡大していた期間と現在を比べて、どの

ように変わったと思いますか。 

（ａ～ｍそれぞれについて、あてはまるもの１つに○） 

26.6 

22.8 

19.5 

5.4 

35.5 

30.2 

17.6 

27.6 

13.3 

6.0 

8.3 

12.2 

53.0 

9.6 

18.5 

32.1 

7.1 

9.2 

19.2 

41.1 

15.4 

53.8 

54.4 

45.1 

45.7 

7.8 

62.2 

56.9 

46.2 

85.5 

53.4 

48.5 

39.3 

55.2 

31.0 

37.2 

44.6 

40.0 

37.1 

1.6 

1.8 

2.2 

2.0 

1.8 

2.1 

2.0 

1.8 

1.8 

2.3 

2.1 

2.1 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校の授業以外で勉強する時間

学校の授業がわからないと

感じること

地域のクラブ活動や学校の部

（クラブ）活動で活動する回数

食事を抜く回数

夜遅くまで起きている回数

親以外の大人や友達と話を

すること

親以外の大人や友達の素顔を

見ること

イライラや不安を感じたり、

気分が沈むこと

家族で外食する回数

家族で旅行する回数

野外レジャーに行く回数

屋内施設に行く回数

家族で家で過ごす時間

増えた 減った 変わらない 無回答

n=812



109 

28.0 

20.6 

34.5 

4.2 

27.7 

40.1 

35.8 

21.6 

34.7 

17.5 

18.5 

27.7 

32.6 

10.2 

17.5 

14.5 

9.2 

10.5 

10.3 

19.6 

14.5 

26.6 

28.2 

24.6 

24.6 

14.8 

60.3 

60.2 

48.5 

84.7 

59.9 

47.8 

42.9 

61.9 

37.2 

52.3 

55.0 

45.6 

51.1 

1.5 

1.7 

2.5 

1.8 

2.0 

1.7 

1.7 

2.0 

1.5 

2.0 

1.8 

2.1 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校の授業以外で勉強する時間

学校の授業がわからないと

感じること

地域のクラブ活動や学校の部

（クラブ）活動で活動する回数

食事を抜く回数

夜遅くまで起きている回数

親以外の大人や友達と話を

すること

親以外の大人や友達の素顔を

見ること

イライラや不安を感じたり、

気分が沈むこと

家族で外食する回数

家族で旅行する回数

野外レジャーに行く回数

屋内施設に行く回数

家族で家で過ごす時間

増えた 減った 変わらない 無回答

n=812

②コロナ拡大期と現在の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ拡大期と現在を比較すると、全体では、「増えた」と回答した割合は、「親以外の大人

や友達と話をすること」で 40.1％、「減った」と回答した割合は、「家族で旅行する回数」で

28.2％となっている。 
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（小学５年生） 

①コロナ禍前とコロナ拡大期の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍前とコロナ拡大期を比較すると、小学５年生では、「増えた」と回答した割合は、「家

族で家で過ごす時間」で 54.5％、「減った」と回答した割合は、「家族で外食する回数」、「家族

で旅行する回数」で 53.4％となっている。 

 

 

  

22.1 

17.3 

16.2 

4.2 

27.4 

29.8 

17.7 

24.9 

15.3 

7.9 

11.6 

13.1 

54.5 

10.3 

25.2 

32.2 

9.6 

13.8 

19.3 

38.9 

18.8 

53.4 

53.4 

42.2 

46.2 

7.9 

66.3 

56.2 

49.7 

84.5 

57.5 

49.2 

41.8 

54.5 

29.8 

36.3 

44.4 

38.9 

35.7 

1.3 

1.3 

2.0 

1.8 

1.3 

1.8 

1.5 

1.8 

1.5 

2.4 

1.8 

1.8 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校の授業以外で勉強する時間

学校の授業がわからないと

感じること

地域のクラブ活動や学校の部

（クラブ）活動で活動する回数

食事を抜く回数

夜遅くまで起きている回数

親以外の大人や友達と話を

すること

親以外の大人や友達の素顔を

見ること

イライラや不安を感じたり、

気分が沈むこと

家族で外食する回数

家族で旅行する回数

野外レジャーに行く回数

屋内施設に行く回数

家族で家で過ごす時間

増えた 減った 変わらない 無回答

n=457
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②コロナ拡大期と現在の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ拡大期と現在を比較すると、小学５年生では、「増えた」と回答した割合は、「親以外

の大人や友達と話をすること」で 40.3％、「減った」と回答した割合は、「家族で旅行する回数」

で 28.9％となっている。 

 

  

24.9 

15.3 

30.9 

2.6 

21.0 

40.3 

36.5 

20.1 

37.0 

20.4 

22.1 

28.7 

34.1 

10.9 

21.2 

14.9 

13.1 

14.7 

10.9 

18.2 

17.5 

25.4 

28.9 

24.9 

25.2 

16.2 

62.4 

61.7 

51.4 

82.1 

62.4 

47.0 

43.3 

60.2 

35.9 

48.8 

51.0 

43.8 

47.9 

1.8 

1.8 

2.8 

2.2 

2.0 

1.8 

2.0 

2.2 

1.8 

2.0 

2.0 

2.4 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校の授業以外で勉強する時間

学校の授業がわからないと

感じること

地域のクラブ活動や学校の部

（クラブ）活動で活動する回数

食事を抜く回数

夜遅くまで起きている回数

親以外の大人や友達と話を

すること

親以外の大人や友達の素顔を

見ること

イライラや不安を感じたり、

気分が沈むこと

家族で外食する回数

家族で旅行する回数

野外レジャーに行く回数

屋内施設に行く回数

家族で家で過ごす時間

増えた 減った 変わらない 無回答

n=457
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（中学２年生） 

①コロナ禍前とコロナ拡大期の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍前とコロナ拡大期を比較すると、中学２年生では、「増えた」と回答した割合は、「家

族で家で過ごす時間」で 51.0％、「減った」と回答した割合は、「家族で外食する回数」で 54.4％、

「家族で旅行する回数」で 55.8％となっている。 

 

  

32.4 

29.9 

23.7 

7.0 

45.9 

30.7 

17.5 

31.0 

10.7 

3.7 

3.9 

11.0 

51.0 

8.7 

9.9 

32.1 

3.9 

3.4 

19.2 

43.9 

11.0 

54.4 

55.8 

48.7 

45.1 

7.6 

56.9 

57.7 

41.7 

86.8 

48.2 

47.6 

36.1 

56.1 

32.7 

38.3 

44.8 

41.4 

38.9 

2.0 

2.5 

2.5 

2.3 

2.5 

2.5 

2.5 

2.0 

2.3 

2.3 

2.5 

2.5 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校の授業以外で勉強する時間

学校の授業がわからないと

感じること

地域のクラブ活動や学校の部

（クラブ）活動で活動する回数

食事を抜く回数

夜遅くまで起きている回数

親以外の大人や友達と話を

すること

親以外の大人や友達の素顔を

見ること

イライラや不安を感じたり、

気分が沈むこと

家族で外食する回数

家族で旅行する回数

野外レジャーに行く回数

屋内施設に行く回数

家族で家で過ごす時間

増えた 減った 変わらない 無回答

n=355
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②コロナ拡大期と現在の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ拡大期と現在を比較すると、中学２年生では、「増えた」と回答した割合は、「地域の

クラブ活動や学校の部（クラブ）活動で活動する回数」で 39.2％、「親以外の大人や友達と話

をすること」で 40.0％、「減った」と回答した割合は、「家族で外食する回数」で 28.2％となっ

ている。 

 

  

31.8 

27.3 

39.2 

6.2 

36.3 

40.0 

34.9 

23.4 

31.8 

13.8 

13.8 

26.5 

30.7 

9.3 

12.7 

14.1 

4.2 

5.1 

9.6 

21.4 

10.7 

28.2 

27.3 

24.2 

23.9 

13.0 

57.7 

58.3 

44.8 

88.2 

56.6 

48.7 

42.3 

64.2 

38.9 

56.9 

60.3 

47.9 

55.2 

1.1 

1.7 

2.0 

1.4 

2.0 

1.7 

1.4 

1.7 

1.1 

2.0 

1.7 

1.7 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校の授業以外で勉強する時間

学校の授業がわからないと

感じること

地域のクラブ活動や学校の部

（クラブ）活動で活動する回数

食事を抜く回数

夜遅くまで起きている回数

親以外の大人や友達と話を

すること

親以外の大人や友達の素顔を

見ること

イライラや不安を感じたり、

気分が沈むこと

家族で外食する回数

家族で旅行する回数

野外レジャーに行く回数

屋内施設に行く回数

家族で家で過ごす時間

増えた 減った 変わらない 無回答

n=355



114 

９ 逆境体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【逆境体験】 

 

 

 

 

 

 

 

 

逆境体験について、『１個以上該当する』割合が全体で 22.3％、小学５年生で 23.6％、中学

２年生で 20.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 18 あなたは今までに、以下のａ～ｈのようなことがありましたか。あてはまる個数を答え

てください。（個数について０～８のどれか１つに○） 

ａ 一緒に住んでいる大人から、あなたの悪口を言い立てられる、けなされる、恥をかかされ

る、または、身体を傷つけられる危険を感じるようなふるまいをされることがよくある 

ｂ 一緒に住んでいる大人から、押される、つかまれる、たたかれる、物を投げつけられるとい

ったことがよくある。または、けがをするほど強くなぐられたことが一度でもある 

ｃ 家族のだれからも愛されていない、大切にされていない、支えてもらえていないと感じるこ

とがある 

ｄ 必要な食事や衣服を与えられなかったり、自分を守ってくれる人はだれもいないと感じる

ことがある 

ｅ 両親が、別居または離婚をしたことが一度でもある 

ｆ 一緒に住んでいる家族が、だれかに押されたり、つかまれたり、けられたりしたことがよく

ある、または、くり返しなぐられたり、刃物などでおどされたことが一度でもある 

ｇ 一緒に住んでいる人に、お酒を飲んだり麻薬などで自身の生活や人間関係を損なうような

ふるまいをした人がいる 

ｈ 一緒に住んでいる人に、うつ病やその他の心の病気の人、または自殺しようとした人がいる 

75.2 

74.2 

76.6 

15.3 

16.0 

14.4 

4.1 

4.8 

3.1 

2.9 

2.8 

3.2 

2.5 

2.2 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=812)

小学5年生(n=457)

中学2年生(n=355)

ひとつもあてはまらない（0個） 1個あてはまる

2個あてはまる 3個以上あてはまる

無回答
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79.9 

76.5 

53.1 

10.6 

13.5 

37.5 

3.5 

3.5 

6.3 

3.3 

3.2 

3.0 

2.7 

3.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=339)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=311)

中央値の2分の1未満

(n=96)

ひとつもあてはまらない（0個） 1個あてはまる

2個あてはまる 3個以上あてはまる

無回答

83.6 

22.5 

20.2 

8.6 

59.8 

61.8 

2.9 

9.8 

9.0 

2.4 

5.9 

6.7 

2.5 

2.0 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=687)

ひとり親世帯：全体(n=102)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=89)

ひとつもあてはまらない（0個） 1個あてはまる

2個あてはまる 3個以上あてはまる

無回答

74.2 

76.3 

76.6 

74.6 

75.5 

16.0 

13.3 

14.4 

14.3 

18.9 

4.8 

4.3 

3.1 

4.1 

2.8 

3.2 

3.2 

4.0 

2.7 

2.2 

3.0 

2.8 

3.0 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

尾道市(n=457)

広島県(n=8,029)

尾道市(n=355)

広島県(n=6,972)

国(n=2,715)

ひとつもあてはまらない（0個） 1個あてはまる

2個あてはまる 3個以上あてはまる

無回答

小学

5年生

中学

2年生

【逆境体験（広島県・国との比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国調査では「１～２個あてはまる」という選択肢になっている 

 

広島県・国と比較すると、小学５年生、中学２年生ともに、『１個以上該当する』割合に、

大きな差はみられない。 

 

【逆境体験（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

等価世帯収入の水準別にみると、１個以上該当する割合は、「中央値以上」で 17.4％、「中央

値の２分の１以上中央値未満」で 20.2％、「中央値の２分の１未満」で 46.8％となっている。 

 

【逆境体験（世帯構成別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別にみると、１個以上該当する割合は、ひとり親世帯で７割を超えている。 

なお、ひとり親世帯において１個以上該当する割合が高い理由は、「e.両親が、別居または離

婚をしたことが一度でもある」の選択割合が高いためと考えられる。  
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10 子供の居場所 

 

 

 

 

【子供の居場所の利用状況】 

（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供の居場所の利用状況について、「利用したことがある」と回答した割合は、「平日の夜や

休日を過ごすことができる場所」が全体で 39.9％、小学５年生で 39.4％、中学２年生で 40.6％

となっている。  

問 19 あなたは、次のａ～ｄのような場所を利用したことがありますか。また、利用したこと

はない場合、今後利用したいと思いますか。 

（ａ～ｄそれぞれについて、あてはまるもの１つに○） 

39.9 

9.5 

6.4 

3.3 

14.7 

32.3 

35.5 

20.6 

22.2 

28.0 

27.3 

34.4 

19.2 

25.9 

26.4 

37.1 

4.1 

4.4 

4.4 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日の夜や休日を過ごす

ことができる場所

夕ごはんを無料か安く食べる

ことができる場所

勉強を無料でみてくれる場所

何でも相談できる場所

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうか分からない

無回答

n=812

39.4 

9.4 

6.8 

2.6 

10.3 

29.8 

31.3 

21.0 

26.5 

30.9 

31.5 

34.8 

18.6 

24.1 

24.7 

35.0 

5.3 

5.9 

5.7 

6.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日の夜や休日を過ごす

ことができる場所

夕ごはんを無料か安く食べる

ことができる場所

勉強を無料でみてくれる場所

何でも相談できる場所

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうか分からない

無回答

n=457

40.6 

9.6 

5.9 

4.2 

20.3 

35.5 

40.8 

20.0 

16.6 

24.2 

22.0 

33.8 

20.0 

28.2 

28.5 

39.7 

2.5 

2.5 

2.8 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日の夜や休日を過ごす

ことができる場所

夕ごはんを無料か安く食べる

ことができる場所

勉強を無料でみてくれる場所

何でも相談できる場所

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうか分からない

無回答

n=355
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問 19で１つでも「１ 利用したことがある」と回答した人のみ回答 

 

 

 

【子供の居場所を利用したことによる変化】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供の居場所を利用したことによる変化について、「友だちが増えた」と回答した割合が全体

で 45.5％、小学５年生で 62.3％、中学２年生で 23.8％、「勉強する時間が増えた」と回答した

割合が全体で 29.2％、小学５年生で 28.5％、中学２年生で 30.0％、「生活の中で楽しみなこと

が増えた」と回答した割合が全体で 27.0％、小学５年生で 33.3％、中学２年生で 18.8％とな

っている。 

 

 

  

問 20 そこを利用したことで、以下のような変化がありましたか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

45.5 

29.2 

27.0 

23.4 

22.3 

19.9 

10.6 

4.6 

27.2 

1.1 

62.3 

28.5 

33.3 

25.6 

32.4 

23.7 

15.0 

5.8 

19.8 

1.4 

23.8 

30.0 

18.8 

20.6 

9.4 

15.0 

5.0 

3.1 

36.9 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

友だちが増えた

勉強する時間が増えた

生活の中で楽しみなことが増えた

ほっとできる時間が増えた

気軽に話せる大人が増えた

勉強がわかるようになった

栄養のある食事をとれることが増えた

その他

特に変化はない

無回答

全体(n=367)

小学5年生(n=207)

中学2年生(n=160)
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7.0 

8.3 

20.6 

22.2 

15.5 

13.0 

20.3 

16.3 

73.1 

76.4 

56.3 

59.2 

4.4 

2.3 

2.8 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

尾道市(n=457)

広島県(n=8,273)

尾道市(n=355)

広島県(n=7,164)

聞いたことがあり、内容も知っている 聞いたことはあるが、よく知らない

聞いたことはない 無回答

小学

5年生

中学

2年生

11 家族の世話の状況 

(1) 「ヤングケアラー」という言葉の認知度 

 

 

 

【「ヤングケアラー」という言葉の認知度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ヤングケアラー」という言葉の認知度について、「聞いたことがあり、内容も知っている」

と回答した割合が全体で 12.9％、小学５年生で 7.0％、中学２年生で 20.6％、「聞いたことは

あるが、よく知らない」と回答した割合が全体で 17.6％、小学５年生で 15.5％、中学２年生で

20.3％、「聞いたことはない」と回答した割合が全体で 65.8％、小学５年生で 73.1％、中学２

年生で 56.3％となっている。 

 

【「ヤングケアラー」という言葉の認知度（広島県・国との比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県と比較すると、小学５年生、中学２年生ともに、大きな差はみられない。 

 

 

 

  

問 21 あなたはヤングケアラーという言葉を聞いたことがありますか。 

（あてはまるもの１つに○） 

 

 

12.9 

7.0 

20.6 

17.6 

15.5 

20.3 

65.8 

73.1 

56.3 

3.7 

4.4 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=812)

小学5年生(n=457)

中学2年生(n=355)

聞いたことがあり、内容も知っている 聞いたことはあるが、よく知らない

聞いたことはない 無回答



119 

2.0 

2.8 

0.8 

65.5 

63.2 

68.5 

28.8 

29.3 

28.2 

3.7 

4.6 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=812)

小学5年生(n=457)

中学2年生(n=355)

あてはまる あてはまらない 分からない 無回答

2.8 

1.6 

0.8 

1.0 

63.2 

66.3 

68.5 

73.8 

29.3 

29.6 

28.2 

22.8 

4.6 

2.5 

2.5 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

尾道市(n=457)

広島県(n=8,273)

尾道市(n=355)

広島県(n=7,164)

あてはまる あてはまらない 分からない 無回答

小学

5年生

中学

2年生

(2) 自身の「ヤングケアラー」への該当状況 

 

 

 

【自身の「ヤングケアラー」への該当状況】 

 

 

 

 

 

 

 

自身の「ヤングケアラー」への該当状況について、「あてはまる」と回答した割合が全体で

2.0％、小学５年生で 2.8％、中学２年生で 0.8％となっている。 

 

【自身の「ヤングケアラー」への該当状況（広島県・国との比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県と比較すると、小学５年生、中学 2 年生ともに、『あてはまる』と回答した割合に、

大きな差はみられない。 

 

 

 

  

問 22 あなたは自分が「ヤングケアラー」にあてはまると思いますか。 

（あてはまるもの１つに○） 
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(3) 家族の中での世話が必要な人の有無 

 

 

【家族の中での世話が必要な人の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族の中での世話が必要な人の有無について、「きょうだいの世話をしている」と回答した割

合が全体で 12.1％、小学５年生で 15.3％、中学２年生で 7.9％となっている。 

また、「世話をしている人はいない」と回答した割合が全体で 75.0％、小学５年生で 69.4％、

中学２年生で 82.3％となっている。 

 

  

問 23 家族の中にあなたが世話をしている人はいますか。（あてはまるものすべてに○） 

12.1 

2.8 

2.2 

1.7 

1.5 

3.3 

75.0 

8.1 

15.3 

3.9 

2.4 

2.4 

2.2 

4.2 

69.4 

9.6 

7.9 

1.4 

2.0 

0.8 

0.6 

2.3 

82.3 

6.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

きょうだいの世話をしている

母親の世話をしている

父親の世話をしている

祖母の世話をしている

祖父の世話をしている

その他の家族の世話をしている

世話をしている人はいない

無回答

全体(n=812)

小学5年生(n=457)

中学2年生(n=355)
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12 子供に関する取組で力を入れてほしいこと 

 

 

 

【子供に関する取組で力を入れてほしいこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供に関する取組で力を入れてほしいことについて、「小学校・中学校・高校で、将来社会で

活躍するために必要な力をつける」と回答した割合が全体で 31.5％、小学５年生で 29.8％、中

学２年生で 33.8％と最も高く、次いで「児童虐待（体罰や暴言、育児放棄等）の防止」と回答

した割合が全体で 24.9％、小学５年生で 22.1％、中学２年生で 28.5％となっている。 

 

 

問 24 あなたは、広島県の子供に関する取組で、特に力を入れてほしいと思うことはなんです

か。（あてはまるもの上位３つまでに○） 

31.5 

24.9 

20.4 

19.0 

17.4 

17.2 

13.5 

11.3 

10.3 

9.6 

35.1 

3.2 

29.8 

22.1 

20.4 

18.6 

13.6 

19.5 

12.9 

12.0 

10.1 

7.9 

37.4 

3.5 

33.8 

28.5 

20.6 

19.4 

22.3 

14.4 

14.4 

10.4 

10.7 

11.8 

32.1 

2.8 

0% 10% 20% 30% 40%

小学校・中学校・高校で、将来社会で活躍するために

必要な力をつける

児童虐待（体罰や暴言、育児放棄等）の防止

障害のある子供やその家族への支援

家庭や学校以外で子どもたちが安心して

過ごせる場所の充実

子育てと仕事を両立しやすい職場環境の整備

子供と子育てにやさしい生活環境の整備と安全の確保

ひとり親の子供やその家族への支援

家族と暮らすことのできない子供への支援

0才から小学校に入るまでの子供の

教育や保育内容の充実

妊娠期からの子育て家庭への支援の充実

わからない

無回答

全体(n=812)

小学5年生(n=457)

中学2年生(n=355)


